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艶我

　一(

、

全
腿
主
義

が
世
界

を
風
靡
す

る
。

か

つ
て
は
、
個
人
主
義

や
自
由
主
義

の
封
立
襯
念

と
し
て
思
想
界

の

一
隅

に
於
け
る
叫

び

に

●

過
ぎ
な
か

つ
た
全
罷

主
義

と

い
ふ
言
葉

が
、
そ
し

て
其

の
思
想

が
、

「
度

支
那
事
攣

が
勃
襲

し
、
世
を
學

げ

て
現
實

の
非
常
時

局

に
直
面
す

る

に
至

つ
て
、
堂

々
現
代
思
想
界

の

一
大
寵
児

と
は
な

つ
た
。
現
下

の
國
策

、
現
下

の
肚
會
思
想
、
現
下

の
國
家
観
、

現
下

の
倫

理
思
想
、
人
生
観
乃
至
世
界
観

そ
れ
等

の

一
切

の
根
抵
と

し

て
の
、
理
論
的
読
明
原

理
と
し

て
の
全
罷
主
義
。
そ
れ
は
果

し

て
如
何
な

る
思
想

内
容

を
有
す

る
も

の
な

の
で
あ

ら
う
か
。
多
く

の
人

々
は
何
故

に
多
年

立
籠
り
、
堅
持

し
來

つ
た
個
人
主
義

、

0

 

若

く
は
自
由

主
義

を

】
學

に
放
棄

し

て
、急

遽
全
艦

主
義

の
旗

の
下

に
・走
せ
参

じ
、
叉
走

せ
参

ぜ
ざ
る
を
得
な
か

つ
た

の
で
あ

ら
う

か
。

彼
等
は
、
故
な
く

し
て
時

代
的
風
潮

の
墜
力

の
下

に
、
思
想
的
無
節

操
を
、
自
己

に
張
制

せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た

の
で
あ

ら

う

か
。
現
代
高
調

せ
ら
れ

つ
玉
あ

る
全
膿
主
義
的
時
代

の
申

に
立

つ
て
、
最
近

の
思
想
界

の
推
移

の
跡

を
顧

み
る
時

、
正

に
此

の

全
燈
的
立
揚
と
個
入
的
立
暢

(佐
々
木
)

二
五
七
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疑
問
は
我

々
の
胸

に
深

い
。
全
艦
主
義

倣
抑

欧
力

彊

い
必
然
的
な
思
想
的
生
命

を
以

つ
て
、
永
久

に
我

々
人
間

の
精
神
生
活

の
糧

と
な

る

べ
き
も

の
で
あ

ら
う
か
ゆ

そ
れ

と
も
、
そ

れ
は
軍

な
る

ス

叔
ー
ガ

ン
と

し
て
時
代
的
波
濤

に
よ

つ
て
、
現
代
精
聯

を
呪
縛

も

あ

ぬ

も

し
た
後

、
げ間

も
な
く
歴
史

の

一
頁

だ
け

に
書

淺
さ
れ

、
而

も
う

た
が

た

の
如
く

消
え
去

る
必
然

の
運
命
を
播

つ
て
現
は
れ
た

も

の

9

な

の

で
あ

ら
う

が
。

我

々
は
、

そ
れ

を

知

ら

ね

ば
な

ら
な

い
。
'

ゆ

遠
く
希
騰
時
代

に
於
け

る
ソ

フ
ィ

ス
ト

に

源

を

獲

し

て
、
佛
蘭
西
革

命
を
契
機

と

し

て
燭
獲

さ

れ

た
人
間
的
自
畳

に
よ

つ

て
、

よ
り

『
暦
深
め
ら
れ

、
獲
展

せ
し
め
ら
れ
た
個
人
主
義

的
思

想
傾
向

は

、
十
八
世
紀

の
末
期

か
ら
十
九

世
紀

に
か
け

て
の
機

械

の
獲
明

ぴ
商
業

の
勃

興

・
産
業

の
革

命
及
び
植
民
地
の
獲
得
等

の
過

程

に
於

て
進
展

し

つ

㌧
あ

つ
た
近
代
資

本
主
義

と

の
緊
密

な

る
結

合

に
よ

つ
て
、
相

互
依
存

的
相
關
關
係

に
於

て
誠

に
顯
著

な
る
飛
躍

を
途
げ
た

の
で
あ

つ
た
。
即
ち
、
此
の
資
本
主
義

の

焚

展
過
程

に
於

て
、
最

も
張
く
要
求
さ
れ
た

も

の
は
、
個
人

の
自
由

な
る
活
動

、
個
人
的

才
能

を
遺
憾
な
く
獲
揮
す

る
と

い
ふ
事

・
で
あ

つ
た
。
だ

か
ら
近
代
資
本
主
義

は
、
個
人

の
自
由

な
る
活
動
を
自
由

な
ら

し
め
る
自
由

放
任
主
義

、
換
言
す
れ
ば
経
濟
行
爲

に
於
け

る
無
拘
束
的
自
由

を
、
其

の
前
提

と
す
る

事

に

よ

つ

て

の

み
、
成

立
し
得
る

の
で
あ
る
。
近
代
資
本
主
義

の
下

に
於

て

は
、
個
人
は
其

の
経

濟
的
生
存
及
び
向
上

に
封
す
る
責
任

を
そ
れ
自

ら

に
員

ふ
も

の
で
あ

つ
て
、
國
家

は
自
ら
経

濟
生
活
を
蓮
螢

し
、
生
産

の
中
央
管
理
を
要
求
す

る
事

は
し
な

い
。
唯
だ
國
民

の
需
要

の
充

足
が

安
全

に
行

は
る

Σ
に
必
要

な
全

て
の
事
柄
、
即

ち
財

の
生
産
、
交

換
、
土
地
勢
働
及
び
資

本

の
他

へ
の
委
託
が
、
個
人

の
自
由
な
る
決

意

に
よ

つ
て
途
行

せ
ら
る

、
こ
と
を
希
望

ナ

る

に
止
ま

つ
て
ゐ
た
。

こ
う
云
ふ
様

に
、
個
人

の
経
濟
的
自

己
責
任

の
原

理
が
行

は
れ
確
立

せ
ら
れ

て
ゐ

る
所

で
は
、
経

濟
生



活

に
封
す

る
國
家

の
態
度

は
常

に
全
く
消
極
的

で
あ

つ
て
、
之

が
経
濟
機
構

の
構
成
員

た

る
個
人
は
、
其

の
経

濟
活
動

の
成
る
と

成

ら
ざ
る
と

に
拘

ち
す

、
自

己
自
身

の
結
果
を
、
常

に
自
巴

の
責
任
と

七

て
自

ら

に
引
き
受
け
る

の
で
あ
る
。
そ

の
際

、
経
濟
人
た

る
各
個
人

は
猫
立
的
な
存
在
を
保
持

し

つ
玉
、
而

脇
自

ち
が
能
く
自
ち

の
開

妬
者

と
な

る
の
で
あ

る
。

斯
檬

に
資
本
主
義

は
。
其

の
根
抵

に
於

て
各

人
が
其

の
欲
す

る
こ
と
を
、
.且
ハ
の
能
力

に
慮

じ

て
な
さ

し
め
ね
ば
な

ら
な

い
と

い

ふ
力
強

い
要
請
を
持

つ
て
ゐ
た
。
だ
か
ら
、
そ

の
爲

に
は
國
家
は
先
づ
第

一
に
、
私
有
財
産
制
度
を
無
條
件

に
容

認
し
、
更

ら
に

原
則
と
し

て
各
個
人

に
、
維
濟
上

の
自
由
、
即
ち
生
産

の
自
由
乏
消
費

の
自
由
と
を
與

へ
ね
ば
な

ら
な

か

つ
た

の
で
あ
る
。

か
く

ル

て
個
人
主

義
思
想

菰
資

本
主
義

の
前
提
と
な

る
こ
と

に
依

つ
て
、
資

本
主
義

の
稜

達

に
伴

つ
て
、
其

の
思
想
的
勢
力
を
増
大

し

つ
玉
あ

つ
π
。
然

七
資
本
主
義

は
個
入

の
自
由
を

斯
様

に
要
請

は

し

た

の

で

あ

る

が
、
そ

の
自
由

は
、
.
自

己

に
封

し
て
と
同
檬

に
、
他

の
個
人

に
封
し

て
も
要
求

さ
れ

ね
ば
な
ら
な

か

つ
た
。
此
虞

に
資
本
主
義

に
於

け
る
各
個
人

の
卒
等
と

い
ふ
観
念

の
嚢
生

根
擦
が
横

は

つ
て
ゐ
る
。

」

國
家

と
い
ふ
枇
會

は
、
尭
ハ
の
知
識

に
於

て
、
才
能

に
於

て
、
將

叉
財
産

に
於

て
、
不
平
等

で
は
あ

つ
て
も
、
人
聞

と
し

て
濁

立

で
あ
り
、
自
由
を
有
す

る
庭

の
、
そ
し

て
叉
干
等

の
個
人

に
よ

つ
て
成

立
し

て
ゐ
る
。
だ

か
ら
、
そ
れ

よ
り

の
當
然

の
派
生
的

節
結

と
し

て
齎

さ
る

べ
き
も

の
は
、

一
國

の
政
治

は
實

に
各

個
人

の
利
釜
及
び
其

の
増
進
を
保
持
す

る
爲

め

に
、
各
個
人

の
平
等

な
る
意
志

の
表
現

に
よ

つ
て
途

行
さ
る

べ
き

で
あ
る
と

い
ふ
政
治
的
原
理

で
あ

る
。
そ
れ

は
、
取
り

も
直

さ
す

、
民
主

々
義

の
母

胎
た
る

べ
き
政
治
的
根
本
思
想

で
あ
る
事

を
意
味
す

る
。

が
兎

に
角
、
資
本

主
義

は
経
濟

的
個
人

主
義

で
あ
り
、
そ
れ
自
身
が
何

・

全
髄
的
立
場
と
個
入
的
立
場

(佐
々
木
)

二
五
九



'

ご
六
〇

よ
診
も
自
由

の
精
髄
な

の
で
あ

る
。
そ
れ

は
経
濟
的

に
自
由

な
、
他
よ
り
何

等

の
干
渉
も
製
肘

を
も
受
け
ざ
る
活
動

の
原
則

を
遽

行

す

る
事

に
あ
る
。
然

し
経
濟
的
平
等

は
之

と
事
情

を
異

に
し

て
ゐ
る
。
此
庭

に
所
謂
平
等
と

は
各
個
人
が
他
め
個
人
と
同
様

の

事

を
爲

し
得

る
と

い
ふ
平
等

の
形
式

的
可
能
性
を
意
味
し

て
ゐ
る

に
過
ぎ
な

い
。
と

い
ふ

の
は
各
個
人
は

経
濟
上

の
自
由
を
行
使

す

べ
き
亭
等
な

る
手
段

即
ち
平
等
な
る
資
本
を
所
有
し

て
ゐ
な

い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、資

本
主
義

に
於
け
る
平
等
は
決
し

て
、
事

覧

實
上

の
平
等

で
は
な
く

し

て
軍

に
可
能
性

乏
し

て
の
平
等

で
あ
る

に
止
ま

る
。
此

の
不
平
等
な
る
経
濟
的
手
段

が
或

る
特

定
な
る

個
入

の
庭

分
椹
内

に
入
る
と
す

る
な

ら
ば
、
自
由

の
前
提

か
ら
、
新

し

い
経
濟
的
不
平
等

が
焚
生

せ
ざ
る
を
得
な

い
事
情

に
置

か
れ

る
。

と
す
れ
ば
、
資
本
主
義

の
嚢
展

は
事
實
上

に
於
け
る
不

平
等

の
援
大
を
必
然
的

に
結
果
す

る
、
～そ
れ
が
商
業
資
本
主
義

か
ら

工
業
資
本
主
義

へ
の
推
移

に
俘

つ
て
、
資
本
家

と
螢
働
者
、
資

本
家

と
沿
費
者

の
間

に
於

け
る
不

準
等

の
積
大
と
な
り
、
勢
働
者

及
び
浩
費
者

は
資

本
家

の
優
越

せ
る
経
濟
的
地
位

の
前

に
屈
服
す

る
事
を
己
む

な
く

せ
ら
れ

る

の
で
あ
る
。
而
も
資

本
主
義

の
理

論
的
前
提

は
個
人

の
活
動

の
自
由

に
在

つ
た
。

だ
か
ら
資
本
主
義

は
経
濟
的
優
位

に
あ
る
経
濟
的

彊
者

の
、
経
濟

的

に
恵

ま
ざ
れ

ぜ

る
地
位

に
あ
る
経
濟
的

弱
者

に
野
す

る
塵

制
と
な
り

、
從

つ
て
必
然
的

忙
資
本
主
義

の
前
提
た

る
個
人

の
自
由

は
拘
束

せ
ら
る

曳
淀
至

る
。
だ
か
ら
此
虚

で
は
個
人

主
義

は
自

ら
崩
壌

の
蓮
命

を
澹

つ
て
生
れ
出
た

か
の
様

に
見

え
る
。

資
本
主
義

は
斯
様
な
自

己
矛
盾
を
そ
れ
自
身

の
内
部

に
深
く
包
藏
し
乍

ら
も
兎

に
角
、
第

一
次
世
界
大
職
ま

で
は
、
國
家

を
も

り

上
げ

る
國
民
経
濟

の
基
礎

と
し

て
の
地
位
を
保
ち

つ
へ
焚
展

の

}
路
を
辿
り

つ
曳
あ

つ
た
。
然

し
世
界
大
職
を
契
機

と
し

て
、

そ
れ

は
、
内

部
的

に
は
経
濟

の
猫
古
的
階
檬

に
入
り
、
外
蔀
的

に
は
、
経
濟

的
ブ

ロ
ッ

ク
を
必
然

と
す

る
困
難
な
事

情

に
直
面

せ



ざ

る
を
得
な
く
な

つ
た
。

か
く

の
如
き
経
濟
的
情
勢

に
立
ち
至

つ
て
は

、資
本
主
義

は
、
從
來

の
個
人
主
義
的
経
濟
的
動
機

に
よ

つ

て
は
、
就
會

を
全
醗

と
し

て
押
し
進

め
る
推
進
力
た
る
事

は
出
來
な
く
な
る
。
資
本
主

義
経
濟
は
此
庭

に
於

て
始

め
て
、
本
來

の

姿
を
現
は
し

て
來

る
と
同
時

に
、
其

の
行
詰
り

を
全
面
的

に
暴
露

せ
ざ
る
を
得

な
く
な

つ
た
。
各
國

の
爲
政
者

は
在
來

の
政
治
機

構

や
政
治
形
態

に
依

つ
て
之
が
打
開

に
渡
頭
し
始

め
た

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

は
無

駄
で
あ

つ
た
。
何
故
な

ら
ば
、
そ

の
擦

つ
て

立

つ
民
主

々
義

と
い
ふ
政
治

形
態

は
根
本
的

に
は
資
本
主
義

に
樹
鷹

し
、
其

の
獲
展
過
程

に
於

て
形
成

さ
れ
た

も
の
で
あ

つ
て
、

其

の
根
抵
を
個
人
主
義
思
想

に
置

い
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
か
ら

で
あ

る
。
民
主

々
義
的
政
治

形
態

を
通

し

て
、
個
人
主
義
と
同

一

の
基
底

の
上

に
立

て
ら
れ

て
ゐ
る
資
本
主
義
経
濟

の
行
詰
り
を
全
面
的

に
打
開
す

る
事

は
、
確

か

に
矛
盾

し
た
、
寧
ろ
不
可
能
な
、

事
實

に
属

す
る
と
云
は
ね
ば
な

ら
な

い
。
從

つ

て
、
之
が
解
決

は
、
経

濟
を
組
織
化
し
再
編
成
す
る
爲

の
、
個
人
主
義
と
は
立
場

を
異

に
す

る
別
個

の
、
そ
し

て
新

な
指
導
原

理
の
樹
立

が
要
求
せ
ら

れ

ね

ば

な

ら

な

い
。
"経
濟
的
攣
動

は
構
造
上

の
攣

化
と
共

に
、
之
を
動

か
す

と
こ
ろ

の
動
力
因

と
し

て

の
思
惟

の
形
式

に

}
の
薪

な
同
答
を
要
求

せ
ね
ば
な

ら
な

い
。
そ
し

て
其

の
新
な
同

ヒ

答

が
、
経
濟

の
動

機
を
此

の
薪

な
る
指
導
原

理

へ
向

つ
で
ハ
切
り
替

へ
る
力
が
、
現
代
全
盤
主

義

の
思
想

と
し

て
現
は
れ

て
來
た

の
で
あ

る
。
そ
れ
は
指
導
原

理
と
し

て
の
全
膣
主
義
思
想

の
、
個
人
主
義

・
自
由
主
義

の
全
般

的
批
判

で
あ
る
と
共

に
そ
れ
等

の

克
服
を
示
唆
す
る
。

全
髄
的
立
揚
と
側
入
的
立
揚

(
佐

々
木
)

二
六

り



、

ぞ

是

二
六

二

(二)

以
上
私

は
、
個
人
主
義

の
崩
壊
が
全
艦
主

義

の
檬
頭

を
結
果
し
た
過
程
を

、
経
濟
的
政
治
的
現
象

と

の
關
聯

に
於

て
、
あ
ま
り

に
も
概
括
的
で
は
あ
る
が
、
把
握

し
て
來
た
。
斯
檬
な
獲
生
過
程

か
ら
見
れ

ば
、
此

の
全
禮
主
義

と
い
ふ
言
葉

そ
め

も

の
は
新

し

い
言
葉

で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
陰全
罷
主
義

と

い
ふ
最
近

の
日
本
語

に
相

當
す

る
原
語
と
し

て
は
、
猫
逸
語

の

q
三
く
巽
ω
鑑
ψヨ
鼠
"

O
§
N
誹
o酵
♂
訂
ρ
弓
9
巴
一鼠
窃
鴨
審
鳥

。
馨

が
學
げ

ら
れ

る
が
、
此

の
中

d
巳
く
6
議
聾

。・a
駐

を
軍

な
る
普
遍
主
義
と
異

る
全
艦

主

わ

義

O
§

N
冨

一琶
。
鐸
⑦

と
し
で
始
め

て
明
確

に
樹
立
し
、
腿

系
化
し
た

の
は
、
恐
ら
く
オ

ト

マ
ー

ル

・
シ

逸
パ

ン
の
肚
會
學

で
あ

り

、
,更

ら

に

↓
0
3
琴
似
窃
㈹
a
碧
寄

と

い
ふ
言
葉

は
、
此

の
様
な
全
髄
性
學
読

の
思
想
内
容

を
表
現
す

る
言
葉

と
し

て
、
ド
イ
ツ
、

及
び

イ
ギ
リ

ス
に
於

い
て
新

し
く
用
ゐ

ら
れ
る

に
至

つ
だ
も

の
と
思
は
れ

る
。

か
く
原
語

の
稜

生
か
ら
見

て
も

、
所
謂
全
鎧

主
義

な

る
慰

の
は
、
特

に
現
代

の
所
産

で
あ

る

べ
き

か
も
知
れ
な

い
。

r然
し
内
容

的

に
見

て
、
全
膿
主

義
的
思
想

そ

の
も

の
は
、
決
し

て
現
代

に
於

て
忽
然

と
し

で
現
は
れ
た
も

の
で
は
く
そ

,
、既

に

以
前
か
ら
種

々
な

る
形
態

に
於

て
獲

展
し

つ

製
あ

つ
た
事

は
今
更
喋

々
す

る
迄
も

な

い
。

だ
が
、
學
詮
な
り
思
想
禮
系
な

り
が
正

に

一
つ
の
思
想

で
あ
り
理
論

で
あ
レ
認
…識
で
あ

る
限
り

、
思

想
史

的
嚢
展

は
當
然

で

あ

る

と

し

て

も
、
翠
な
る
學
読

か
ら
學
論

へ
、
、思
想

的
燈
系
か
ら
思
想
的
龍
系

へ
の
獲
展

と

い
.ふ
こ
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
。
そ
れ

は
常

に
其

の
思
想
艦
系

な
り

、
學
読
な

り

　

　

 

を
生
み
出
し
た
地
盤

、
・換
言
す
れ

ば
、

そ
れ

と
相

互

に
働
き
合

ふ
所

の
環
境

と

の
關
聯

を
無

覗
す

る
事

は
不

可
能

で
あ

る
。
と
は



云

へ
,
其

の
際

、
そ
れ
ら
は
、
環
境

に
よ

つ
て

の
み
構
成
せ

ら
れ

る
と
云

ふ
の
で
は
な

い
。
環
境

に
よ

つ
て
働

き
か
け

ら
れ
、
働

き

か
け

ら
れ
た
も

の
で
あ
り
乍
ら
、
猫
立
な
も

の
と
し

て
、
逆

に
環
境

に
働
き
か
け
、
環
境
を
作

つ
て
行

く
根
本
的
動

力
た

る
主
鎧
的

側
面
、
即
ち
人
聞
と

い
ふ
存
在
者

に
よ

つ
て
生
産

さ
れ
た
思
想

で
あ
り
學
読

で
な

く

て
は

な

ら

な

い
。
塵

が
既

に
見

て
來
た
檬

に
、
所
謂
全
禮
主

義
の
勃
興
と
其

の
方
向
な

る
も

の
は
、
職
後
資
本
主

義
的

一
般
的
特
徴

た
る
統
制

経
濟

、
或

は
國

家
資
本
主
義

一

化

の
基
底

的
方
向

に
よ

つ
て
、
規

定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
し

て
此

の
所
謂
全
禮
主
義
的
政
治
的
方
向
が
、
特

に
猫
逸

、
伊
太

利

に
最
も
顯
著

に
現
は
れ
た

と

い
ふ
事
實

は
、
此
等

の
國

が
職
敗
國

で
あ

つ
た

と
か
、
或
は
所
謂

「
持
た
ざ

る
國
」

で
あ

つ
惚

と

か

の
事
情

か
ら
、
現
在
資
本
主
義
膣

系

の
申

の
最

も
不
安

定
、.
不
充
足
な
部

分
を
な
し

て
居
り

、
從

つ
て
、
此
庭

に
於

い
て
は
特

に
國
家
資
本

主
義
化
、
所
謂

全
髄
主
義
化

が
必

至
な
も
西

に
な

つ
て
ゐ
た
と

い
ふ
特
殊
條

件

の
下

に
立
つ
て
ゐ
た
と
云
は

ね
ば
な

ら
な

い
。
と
す

れ
ば
、
現
在

の
全
艦
主
義
思
想

の
蓬

頭
は
、
其

の
獲
生
的
必
然
的
根
篠
を

、
環

境

に
働

き
か
け
、
之
を
作
り

上
げ

る
人
間
存
在

の
本
質
的
構
造

の
内
部

に
、

で
は
な
く
し

て
、
主
艦

た

る
人
間

と

い
ふ
存
在
者

に
働

き
か
け
作
用
す

る
環
境

に
置

い

て
ゐ
た

の
で
あ

る
。
換

言
す

れ
ば
、
全
盟
主
義

は
肚
會
的
現
象

の
直
観

に
基

い
・た
経
濟
的
政
治
的
概
念

で
あ

つ
て
、
人
間
な

る
存

在
者

の
存
在

に
、
即
ち
、
在

り
方

に
基
礎
付

け
ら
れ
た
本
質

的
概
念

で
は
な

い
事

に
注
意

せ
ね
ば
な

ら
な

い
。

事
情

か
ぐ

の
如

く

で
あ
る
な

ら
ば
、
私
は
此
庭

で
、
大

き
な
難
關

に
遭
遇

せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
と

い
ふ
の
は
、
個

人
主
義
的
思
想
を
前
提

と
す

る
事

に
ょ

つ
て
、
其

の
存

立
の
可
能
性
を
有
す

る
資

本
主
義

、
或

は
叉
民
主

々
義

が
崩
壊

過
程

に
あ
る
事

が
、
果

し
て
、
個
人
主

義
思
想

の
本
質
的
浩
失
を
意
味
す

る
も

の
で
あ
ら
う

か
、
そ
し

て
そ

の
ア

ン
テ
ィ
テ
ー
ゼ

の
位
置

に
立

つ
指
導
原
理
と
し

て
の
新

全
髄
的
立
場
と
個
入
的
立
揚

(佐
々
木
)

二
六
三

9



二
六
四

な

る
全
盟
主
義

の
擾

頭
が
、
個
入

主
義

そ
の
も
の
を

、
根
抵

か
ら
佛

拭

し
去

つ
た
も

の
と
云

へ
る

で
あ

ら

う

か
、
更

ら

に

一
歩

を

進

め

て
,
・個

人
主
義

は
そ

の
も
め

と
し

て
、
主
髄

的
観
黙

に
立

つ
時
、
即
ち
、
人
閤
存
在

の
根
本
構
造

の
側

に
立

つ
て
考
察
す

、る
時

、
果

し

て
存
在
的
可
能
性
を
有
す
る
も

の
で
あ

る
か
否

か
、

の
諸
問
題

の
解
決

に
當
面

せ
ね
ば
な

ら
な

い
か
ら

で
あ
る
。
、

、

私
は
此
等

の
問
題
解
決

の
端

緒
を
所
謂
個
人
主
義
的
思
態
内
容

の
根
本
原
理
を
、
そ

の
ア

ン
テ
イ
テ
ー
ゼ
と
し

て
考

へ
ら
れ

て

ゐ
る
全
艦
主
義
思
想

の
そ
れ
と

の
相
關
關
係

に
於

て
把
握
す

る
こ
と

に
求

め
た

い
。

此
等
爾
者
何
れ

の
思
想
も
入
間

の
集

團
現
象

で
あ
る
枇
會

と
い
ふ
概
念

を
除
去

し

て
は
成

立
し
得
な

い
。
そ
し

て
此

の
肚
會

と

い
ふ
概
念

は
、
之
を
構
成

し

て
ゐ

る
個

々
の
部

分

が
、
各

々
猫
立
的
な
存
在

を
保
あ
、
か

瓦
る
諸
部
分

の
全

て
が
外
部

的
制
約

に
よ

つ
て
、
即

ち
機

械
的

に
総
括
さ
れ

て
始

め

て

統

一
的
な
作

用
を
な

し
得

る
が
如
き

　
つ
の
集
積
物

と
規
定
さ
れ

る
か
、
そ
れ

と
も
、
砒
會

を
眞

の
全
髄

と
し

て
、
即
ち
其

の
諸

部
分

は
箪

に
分
肢

(Ω
一一&
・
同)
と
し

て
存
在
す

る

も
の
で
あ

る
が
故

に
、
唯

だ
相
封
的

に
の
み
猫
立

的
で
あ
り
、
固
有

の
生
命

は

あ

つ
で
も
、
全
罷
者

の
統

}
に
よ

つ
て
の
み
存
績

し
得

る
が
如
き

一
つ

の
有
機

禮
と

し
て
規

定
さ
れ

る
か

の
何
れ

か
で
あ
る
α
前

者

の
見
解

に
よ
れ

ば
、
個

々
の
諸
部
分
即
ち
個
人

が
本
質
的
な
も

の
で
あ
り

、
根
本

的
實

在
で
あ

る
。
換
言
す
れ

ば
、
個

人
が
肚

會
成
立

の
唯

一
の
基
礎
た
る

べ
き

も

の

で
あ

つ

て
、
肚
會

は
此
等
個

人

の
軍
な

る
集
合

に
過

ぎ
な

い
こ
と

に
な
る
。
之

に
反
し

て
、
後
者

に
よ
れ

ば
、
就

曾
の
全
禮
性
が
最

も
本
質
的
な

も

の
で
あ

つ
て
、
此

の
全
艦
性
が
杜
會

の
基
礎

で
あ
り
、
杜
會
的
現
象

ラ

ラ

リ
る

ゆエ

億
全

て
之

に
基

く
も
の
で
あ

る
と
す

る
。
此
塵

に
個
人
主
義
思
想

と
現
代
所
謂
全
髄

主
義
思
想
と

の
分
岐
鐵

が
生
す

る
。

抑

汝
最

窓
廣

払
意
味

に
於
け
る
輕

験
論

の
特
徴

は
、

}
切

の
事
象
的
な

も

の
、
蜀
象
的
な

も

の
、
即
ち
實
艦
概
念

(。。
尋
ω斤碧
苧



び
路
議
塩)
が
解
消
遷
れ

る
と

い
ふ
窯

に
あ

る
。
何
故
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ

る
輕
験
論
が
出
獲
す

る
庭

の
経
験
な

る
も
の
は
、
直
接
的

に

規

定
さ
れ
た

も

の
、
全
罷

的
な
も

の
と
し

て
樹
象
的

に
與

へ
ら
れ

て
ゐ

る
も

の
、
で
は
な
く
し

て
、
常

に
唯
だ
噺
片
的

に
部
分
的

に
、
將
叉
原
子
前

に
與

へ
ら
れ

て
ゐ
る
も
の
に
過
ぎ
な

い
。
而

も
そ
れ

が
現
象
す

る
場
合

、
そ
れ

は
韓
憂
常

無
く
、
且

つ
不
確
實

な
る
も

の
で
あ

る
。
そ
れ
は
原
則
的

に
は
確

か
に
、古

代

の
懐
疑
論
者

(。。
。
9
聾
窪

)
の
所
謂

「
萬
物

は
流
輻
す
る
」

で
あ
り
、
そ

の

落
ち
着

く
所
は
結

局

「
人
聞
は
萬

物

の
尺
度
」
(U
巽

竃

。
霧
9

蓉

審
。・
竃
島

巴
一⑦
円
U
ぎ
鵯
)
と

い
ふ
命
題
を
固
守

せ
ざ
る
を
得

　

め

な

い
個
人
主
義
、
そ
し

て
認
識
論
的

に
は
、
眞

理
性

、
換
言
す
れ
ば
、
普

通
性
と
必
然
性

(≧
㎡
。
ヨ
。3
σq
麟
三
σq
犀
昏

⊆
a

Z
9
≦
。穿

島
σq
冨
一叶)

を
否
定
す

る
相
封
主
義
と
な

ら
ざ

る
を
得
な

い
。

か
く
し

て
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
個
人
主
義

は
、
我

々
の
個
人
的
経
験

、

統

計
、
歴
皮

等

に
よ

つ
て
、
我

々
に
示

さ
れ
る
歴
史
的
杜
會
的
現
象

の

一
切
を
結

局
は
、
個

人

に
還

元
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。

だ
か
ら
個

人
を
肚
會

に
於
け
る
唯

一
の
根

源
的
實

在
と

し
て
、
即
ち
、
そ
れ
自
身

に
於

て
基
礎
付
け

ら
れ
た
實
在

及
び
本

質
と
し

て
、
自

足
的
な
も

の

(〉
葺
舞
冨
)
と

し
て
把
握

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
勿
論

一
般

に
個
人

主
義

と
云
つ
て
も
、
其

の
内
容

に
於

て
、

多
く

の
相
撞
瓢
を
有
す

る
の
で
は
あ

る
が
、
そ

0
何

れ

の

一
つ
も
が
、
他

の
如
何
な

る
も

の
に
も
煩

は
さ
れ

る
事
な
く
、
自

ら
を
創

彊

し
、
精
榊
的

に
自

ら
自
己
を
作

る
虞

の
個
人
を

、
個
人

の

一
般

概
念
と
す

る
事
よ
り
離

れ

て
は
ゐ
な

い
。
若

し
、
か
や
う

に
、

個

人

の
概
念

が
他

の
何

物

に
も
關

係
を
有

せ
す

、
唯

だ
自

己
が
自

己
自

ら

に
依
存

す
る
自
足
的
絶
甥

的
存
在

で
あ

る
と
す

る
な
ら

ば
、
個
人
は
枇
愈

の
中

に
置

か
れ

る
事

に
よ

つ

て
、
其

の
精
紳
的
自

足
性

に
封

し

て
何

等

の
障
害
を

も
感
じ
な

い
で
あ
ら
う
。
從

り

て
此

の
場

合
、
就
會

は
逆

に
自

主
的
な
伺
物

で
も
な
く
、
軍
な

る
個

人

の
総

和

に
過
ぎ
な

い
存
在

で
あ
り
、
何

等

の
猫
自
性
を

全
髄
的
立
揚
と
個
入
的
立
揚

(
佐
々
木
)

.二
六
五

●



㌦

・

〆

三

六
六

、

有

し
な

い
も
の
忙
な
り
終

る
で
あ

ら
う
。
換

言
す

れ
ば
、
肚
會

は

一
つ
の
輩
な
る
総
計
現
象

、
即

ち
豫

め
出
來
上

つ

て
存

在
し

て

ゐ
ゐ
も

の
と

考

へ
ら

れ

て
ゐ

る
諸
部

分
㊨
組
合

せ
、
{
集
合
或

は
堆

石

の
如
き

も

の
の
観

を
呈
す

る
で
あ

ら
う
。
堆
石
そ

の
も

の

な
、
表

面
上

一
つ
の
集
合
歌
態

を
呈
し

て
は
ゐ
る
が
、
其

の
實
質

に
於

て
は
、
各
部
分

の
合
成

に
過

ぎ
す

,
謂
は

黛
、
個

々
の
も

の
の
軍
な

る
総
和

で
あ

つ
て
、
そ

の
も

の
≦
持

つ
眞

の
實
在

は
個

々
の
石

の
申

に
存
在

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る
。
從

つ
て
此

の
総

計

、
即

ち
偶
別
者

の
此

の
集
合

の
本
質
性
並
び

に
猫
自
的
品
位

(国
凶q
σ
昌
O
ヌ
N印
『匹
0

0

)
は
否
定
せ
ら
れ

る
。
何
故
な
ら
ば
.h

一
切

の

個

別
的
な

る
も

の
か
ら
導
き
出
さ
れ

る
庭

に
は
,
全
禮
性

、
即
ち
猫
自
的
な
も

の
、
猫
立
的
な

も

の
と
し

て
の
砒
會
は
存
在

し
な

の

い
か
ら
で
あ

る
。
」

だ
か
ら
此

の
場
合

、
肚
會
と

い
ふ
全
艦
は
實
在

的
な

も
の
で
は
な
く

て
、
、唯

一
の
實
在
は
個
人

で
あ

る
。
自

足
性

(。ゆ
魯

。・£
窪
嶺
超
3
哲
ε

即

ち
ア
ゥ

タ
ル
キ
ー

(〉
属
噌
五
ε

【握
個
人

の
本
質
を
な
す
も

の
で
あ

る
な

ら
ば
、
個
人

が
其

の
生

.

活

に
於

て
何
物

に
も
拘
束
さ
れ

ゐ
こ
と
な
く

し

て
自

己
を
創
廼
す

る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
幾

多

の
個

人
の
総
和
た
る
多
歎

の
概

念

は
個
人
を
土
豪

と
す

る
之
と

に
よ

つ
て
推
論

さ
れ
得

る
で
あ
ら
う
。
枇
會
は
何

等
他
人
と

の
精
榊
的
交
易
を
挨
た
す

し
て
、
精

神

的

に
そ
れ
自
身
と
し

て
存
立

し
猫

立
す
る
虜

の
個

々
人

の
外
面
的
集

合

又
は
外
的
行
爲

の
結
合

に
過
ぎ
な

い
と
す

る
な

ら
ば
、

部
分

(
個

人
)

が
集
團

の
前

に
あ
り
、
個
人
が
唯

一
の
實
在

で
あ
ら
う
。
從

つ
て
、

シ

ュ
.パ

ン
の
所
謂

「
部
分
が
全
艦

に
先
行
す

の
る
」
(O
窪

目
9
=
。。貯
く
o
N
曾
B

O
碧
N
窪
)
と
云
ふ
論

理
的
命

題
は
個
人
主
義
思
想

の
必
然

的
結
論

の
全

て
に
要
當
す

る
と
謂

へ
よ

う
o

、
.か
く

の
如
く
、
個
人
主
義

が
自

足
的
個
人

か
ら
出
護
す

る
と
す
れ

ば
、
か

」
る
自

足
性

か
ら
生
す

る
維
濟
行
爲
を
構
成
す
る
原



理

は
、
既

に
見
で
來
た
檬

に
、
個
人

の
自
由

で
な
け
れ
ば
な

る
ま

い
。

そ

の
無
制
限
な

る
獲

展

、
即

ち
無
拘
束
的
自
由

を
最
高
原

則

と
し

て
要
求
す
る

の
は
當
然

の
事

と
云
は
似
ば
な
ら
な

い
。

「
人
間
は
他

の
者

よ
り

も
、
彼

が
欲
す

る
庭

の
も
の
が
何

で
あ
る

か
を
、
最

も
よ
く
知

つ
て
居
砂
、
且

つ
他

の
者

よ
か
む

一
暦
熱

心
に
追

及
す

る
。
だ

か
ら
人
聞
相

互

の
關
係

に
於

て
は
、
如
何

な

る
外
部
的

干
渉
と
難
も
決

し

て
望
ま

し

い
竜

の
で
は
な

い
。
人
附
關
係

に
外
部

干
渉
を
加

へ
る
と

い
ふ
こ
と
は
望
ま

し
く
な

い
の

み
な

ら
す
、
有
害

で
さ
ぺ
あ
る
。
賃
金

の
鐵

則
、
需
要
供
給

並
び

に
其

の
他
経
濟

上
の
諸
法
則
は

、
賃
金

と

か
生
産

と
か

の
生
産

の
事
柄

に
於
け

る
國
家

に
ょ
る
人

工
的
調
節

が
、
自
然

的

に
作
用
す

る
諸

勢
力

に
よ

つ
て
必
然

的
に
無
効

に
さ
れ

る
。
だ

か
ら
他

人
と
契
約

を
結
ば
ん
と
す

る
人
を
妨
害

し
、

叉
牽
制
す

る
事
な
か
ら
し
め
る

こ
と
は
、
自
由

の
原

理

に
適

ふ

の
み
な

ら
す

、
叉
事

わ

物

の
偵
然

に
よ

つ

て
要
請
さ
れ
る
も

の
な

の
で
あ

る
」
。

か

N
る
自
由

は
、
個
人
主

義
的
見
解

に
於

て
は
、
趾
會

の
組
織
法
則

で

あ
り
、
個

人

の
生
活
法
則

で

璽
も
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
個
人
が
猫
立
自
存

的
存
在

で
あ
り
、
、就
會

に
於
け

る
諸
個
人

の
相
關
關

係

が
架
室
な
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば

、
個

人
を
獲
展

せ
し
め
る
も
の
は
此

の
自
由

で
あ
り
、
之

が
自
由

の
制
限
は
個
人

の
嚢

展
を

阻

止
す

る
こ
と
を
意
味
す

る
か
ら

で
あ

る
。

だ
か
ら

「
個
人

の
ア
ウ
タ

ル
キ
ー
は
、
そ
れ
自
身
何

よ
ρ

秀
必
然
的

に
個
人

の
自
由

め

を

要

求

す

る
」

こ
と

は

シ

ュ
パ

ン
の
言

葉
.を

侯

つ
ま

で

も
な

い
事

柄

で
あ

る
。

だ

が

、
以

上
述

べ
來

つ
夜
様

に
、
個

人

の
概

念

が
個

人

主

義

思
想

に
於

け

る
様

に
内
果

し

て
自

足
性

、
即

ち

ア
ウ

タ

ル
キ
ー

を

本

質

と

し

て
、
-そ

れ

自

身

の
申

に
所
有

し

て
ゐ

る

も

の
な

の

で
あ

ら
う

か
。

元

來

自

足
性

と

い

ふ
事

は

、

そ

れ
自

ち

に
於

て
基

礎

付

け

ら

れ

た

も

の

(O
器

ぎ

訟
鼻

器
ぎ
。・段

閑
£
「
山
巳

2
。)
と

同

一
の
概
念

内
容

を
有

し

て
ゐ

る

も

の

で
あ

る

か

ら

、
そ

れ

は
直

ち

全
髄
的
立
揚
と
個
入
的
立
揚

(
佐

々
木
)

二
六
七

q

、



,

、

.

.

一
}
山
ハ
入

た

↓
他

の
個
人

か
あ
全
く
游
離

七
た
無
關
係
な

猫
立
自
存
的
な
個
人
を
意
味
す

る
。
阜だ

か
ら
個
人
生
義

は
必
然
的

に
人
間

の
世
界

を
相

互

に
孤
立

し
た
自

足
的
な

世
界
と
し

て
把
握

し
よ
う

と
す
る
。
然

し
か
く

の
如
ズ

、
個
人

が
肚
會

に
於
け
る
他

の
個
人

が
ら

O

游
離

し
売
離
在

的
自

足
的
存
在

で
あ

る
事
が
、
從

つ
て
、
共
虞

か
ら
生
す

る
無
拘
束
的
自
由

と

い
ふ
ζ
と
が
、
果
し

て
可
能
な

の

で
あ

ら
う

か
。
假
令

、
生
物
學

的
立
脚
黙

に
立

つ
て
考
察
す
る
時

.
個
人

が
他

の
個
人

か
ら

の
離
在
的
自
足
的
な
自
禮
存
在

で
あ

ゆ
得

て
も
、
ずそ
れ

は
人
閻

の
全
側
面
を
、
將
又
人
聞
存

在

の
根
本
構
造
を
顯

現
し
た

も
の
で
あ
脇
、
埋

解

し
た
も

の
で
あ
り
得

よ

の

う

か
。
人
聞
と

い
ふ
存
在
者

の
存
在

は
、
斯
檬
な
生
物
學
的
観
黙

に
立
脚
す

る
こ
と

に
ょ

つ
て
の
み
把
握
す

る
℃
と
が
出

來
る

で

あ
ら
う
か
。

イそ
れ

は
あ

ら
ゆ

る
我

々
の
維
駿

に
矛
盾
す

る
事
柄

で
は
な

い
で
あ
ち
う

か
。

私
は
、
此
等

の
疑
問
を
胸

に
深
く
藏

し

、

乍
ら
、
今
此
庭

で
人
聞
存
在

の
本

質
的
構

造

に
就

て
考
察

せ
ね
ば
な
ら
な

い
重
要
な
局
面

に
直
面
し

て
ゐ

る
Q

」

⇒(3)(2)((4)(6)(5)、

9

膏
5
頸

9

碧

『

O
⑦
。。亀

脇昏

㊤
h邑

お
冨

・
一
℃
曇

9

穿

義

OQ
冨

暮

"

客
警
毛

hg

伽
。
薫

蕾

⑦
g
号

養

ω
・
留

・

、

可

`

㌧

.

㌦

QD
℃
醤

昌

は

全
髄

主

義

と

い
ふ

言
葉

を
、

更

に
廣

い
意

味

で

集

合

主

義

(
一《
O
=
O
汀
二
く
一加
一5
口
U
)
或

ぼ

超
個

入

主

義

(、摩
雪
娼

Φ
屋
o
富
誹

巨
器
)
と

も

呼

ぶ
と

云

つ
て

ゐ

る
。

国
げ
o
昌
臼
9
●
幹

◎◎
鼻
●コ

へ

累
醤

丹
の

中

。
げ
σ⇔
。
ヨ
。
葛

及

び

内
旨

涛

島
臼

目。
甘
窪

く
霞
霊
巨
津

の

眞

理
概

念

に
依

る
。

彼

は

コ
舞
§

以

來

簿

へ
ら

れ

穴
讐

遍
的

必
然

蘭

要

當

性

の

眞

理

概

念

を

違

奉

し

、
學

問

の

標

準

な

此

に
求

め

表

。

○
●
ω
℃
醤

脚こ

客
9,
ヨ
箕
窪

9

老

圏。・。・Φ
覇
9

9
{門・
qQ
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◎◎
嚇
・
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.

、

～

曼

)
⑦
&

節
・

GQ
・

曽
◎◎

↑
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「



ω

罵

Q。
需

5
8

葦

津

ぎ

。
首

一
。

。
h

ω
g

ざ

ざ

讐

・
図

。
ゼ

H
H
目
・
,

α
0
9

r
.

ガ

働

(
ン

o。
℃
導

歪

溶
餌
ヨ

℃
密

a

・

を

討
㎝
Φ
易

号

轟

・

伊

。。
轟
・

⑨

量

島
・婁

・
ω
・
夏

孟

N
・ξ

。藩

此
の
語
の
解
響

拙
逼

入
間
學
に
於
け
る
入
間
存
在
の
蕪

」(聖

討
究
筆

四
巻
上
冊
)
諾

…。

{

信

ハ
ィ

デ

ヅ
ガ
.1

は

人

間

と

い
ふ
存
在
者

の
根
本

的
在

り
方
乃
至
本
質
は
自
畳
的
存
在

で
あ

る
、
即
ち

一
般

の
存
在
者

に
交
渉

、

の

し

、
理
解
す
る
と
共

に
、
常

に
其

の
存
在

に
於

て
、
自

己

の
存
在

に
關

心
し
自
ら

の
存
在

そ

の
も

の
を
理
解
す

る
存
在

で
あ
る
と

云

ふ
。
か
様

に
人
間
と

い
ふ
存
在
者

の
存
在

が
、
自

己

の
存
在
を
理
解
す

る
自
畳
的

存
在

で
あ

る
と
こ
ろ

に
基
礎
付
け

ち
れ

る
な

ら

ば
、
此

の
自

畳

の
申

に
、
換
言
す
れ
ば
、
自

我

の
意
識

の
申

に
個
人
主
義

の
所
謂
個
人

の
自

足
性

が
得

ら
れ

る
か
否

か
、f
問
題

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し

て
此

の
問
題
は
自

己

が
意
識
す

る
乏

は
如
何
な

る
事
を
意
味
す
る
か
を
知
る
事

に
ょ

つ
て
解
決

し

得

ち
れ

る
。
我

が
意
識
す

る
と
は
、
ヂ

カ
ル
と
も
云
つ

て
ゐ

る
様
に

「
疑

ぴ
、
理
解

も
h
肯
定

し
、
否
定
し
、
.
意
志

し
嫌
忌
し
且

め

ヨ

つ
想
像

し
叉
は
感
畳
す

る
」

こ
と

の
総
稻

で
あ
る
。

か
く

の
如
き
働

き
と
別
個

に
我
と

い
ふ
存
在

が
あ

つ

て
↓
そ
れ

が
意
識
す

る

働
き

を
な
す

の
で
は
な
く

て
、
我
は
意
識
す

る
こ
と

に
於

て
我
な

の
で
あ

る
。
然

し
我

が
意
識
ず

る
と

い
ふ
事
は
、
意
識

ぜ
ら
れ

る
も
の
か
ら
引
き
離
す

こ
と
は
出
來
な

い
。
何

物
を

も
意
識
し
な

い
意
識

も
な
け
れ

ば
、
意
識

さ

れ

る

も

の

の
な

い
意
識
も
な

ゐ

い
。
'意
識
は
其

の
志
向
す

る
封

象
を

必
す
有

し
て
ゐ
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ

が
意
識

の
根
本
的
構
造

で
あ
る
。
意
識

の
志
向
的
封

全
髄
的
立
瘍
と
個
入
的
立
揚

(
佐
々
木
)

二
六
九



レ

一

、

・
`

∴

:

.

辱

二

七

〇

象
な
く

し

て
」
」之

を
理
解

し
貞
意

志

し
或

は
肯
完

否
定
す
る
と

い
ふ
意
識

の
働
き
は
在

り
得

な

い
。
だ

か
ら
我
が
意
識
す

る
と
い

ぶ
こ
と
は
、
・必
然
的

に
何
物

が

に
關

心
し
、
何
物

か
を
意
識
す

る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

ち
な

い
。
然

る

に
、
日
常

的

に
は
、
我
は

汝

を
見

、
疑

ぴ
、
・理
解
す

る
。
即

ち
我

を
汝
を
意
識
す

る
の
で
あ

る
。
此

の
場
合

に
は

、
汝
を
見

る
働

き
は
既

に
汝

の
見

る
働

き

に
規
定
さ
れ

、
汝
を
疑

ふ
働
き
は
、
既

に
汝
が
疑

ふ
働

き

に
制
約
さ
れ

て
ゐ

る
。
從

つ

て
、
我
が
汝
を
意
識
す

る

こ
と
は
汝
が
意

識
す

る
こ
と

墨
絡

み
合

つ
て
來

る
ゆ
我

の
意
識
作
用

は
我

の
み
か
ら
規

定
せ
ら
れ
す

に
、
他
人

か
ら
も
規
定

せ
ら
れ

る
。
だ

が
そ

る

　り

れ
は
、
我

の
本
質

に
基

い

て
他
人
を
理
解
す

る
事

で
も
な
け
れ

ば
、
他
人

に
基

い

て
自
己
を
意
識
す

る
、
即

ち
他

か
ら
我

へ
で
も

な

い
ゆ

一
方
的
な
意
識
作

用
が
交

互

に
行
は
れ

る
と

い
ふ
意
昧

で
の
交

互
作
用

で
は
な
く

し

て
へ

そ

の
何
れ

の

一
つ
も
が
我
と
汝

と

の
蔓
方

か
ら

の
制
約

下

に
あ

る
と

い
ふ
意
味
な

の
で
あ

る
。
か

や
う

に
意
識

が
他

の
人
を
志
向
す

る
も

の
と
し

て
把
握

せ
ら
れ

る
限
少
、
そ
れ

は
翠

な
る
志
向

で
は
な
く
し

て
、
意
識

の
相
互
浸
透
即
ち
我
と
汝
と

の
内
的
相
關
關
係

が
認
め
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

-

い

の
で
あ
る
。

■

聖

.

.

.

'

ー

マ.

,

の

ラ

だ
が
然

し
、
我

々
の
意
識

は
、
以
上

の
如
き
汝
を
志
向
す

る
と

い
ふ
封
人
關
係
を
離
れ

て
、

ハ
,イ
デ
ッ
カ
ー

の
所
謂
道

鼻
を

も

志
向
的
封
象

と
す

る
。
此

の
際
意
識
作
用
は

}
方
的
志
向

で
あ

つ
て
、
其

の
封
象

か

ら
何
等

の
制
約
を

も
受
け

る
こ
と
が
な

い
様

に
見

え
る
。
だ

か
ら
そ
れ
は
同
時

に
意
識

の
猫
自
性
を
意
昧
す

る
こ
と

に
な
り
は
し
な

い
だ
ら
う

か
。
然

し
此

の
場
合

で
も
、
自

他

の
關
聯

が
、
即
ち
我

と
物

と

の
、

で
は
な
く

て
油
我

と
汝

と
の
關
聯

が
他
面

に
存
す

る
以
上

、
自
我

の
意
識

底
猫

立
性
を
有
す

る

こ
と

に
は
な

ら
な

い
。
音
樂
を
聞

く
場
合

、
其

の
晋
律

の
美

し
さ
を
感
す

る

こ
と

に
於

て
は
冷
我

の
意
識

と
汝

の
意
識

と
は
全



然

猫
立
的

の
も
の
で
は
な

い
。

我
も
汝
も
音
律

の
同

じ
美

し
さ
を
共

に
感
す

る

の
で
あ

る
。
我

と
汝

と
の
感
じ
方

の
相
違
は
、
此

の
共

に
感
す

る
と
い
ふ
同

甲
の
地
盤

に
立

つ
時

に
於

て
の
み
始

め

て
可
能
な

の
で
あ

る
。
同
様
な
事
は
、
自

我
を
意
識

す
る
意
識

に
就

て
も
云

へ
る
。

フ
ヰ
イ

ヒ
テ
は

「
自
分

は
或

人

に
ハ
例

へ
ば
君

の
前

の
壁

と

か

机

と
伽
云

ふ
何

か
封
象
を
考

へ
給

へ
と
云

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の

ふ
。
君
は
確

か

に
、
此

の
思
惟

に
樹

し

て
思
惟
す

る
者
を
認

め

て
ゐ
る
。
此

の
思

惟
す

る
者

が
君
自
身

な

の
で
あ
る
。
君
は
此

の

わ

思

惟

に
於

て
直
接

に
君

の
思
惟
を
意
識

し
て
ゐ
る
」

と
て
、
'
自

我

の
概
念

の
明
確
な

理
解
を
與

へ
よ
う
と
し

て
ゐ
る
。
此

の
時
、

教

へ
る
我

と
敏

(.
ら
れ
る
汝

と
は

、
共

に
机
を
考

へ
、
共

に
机
を
考

へ
る
我
を
思
惟

し

て
ゐ
る
ゆ
若

し
此

の
共

同
性

が
な

か
つ
た

な

ら
ば
、
自
我

の
概
念

の
理
解

は
困
難

に
な
る

で
あ
ら
う
。
自

我

の
問
題

が
共
同

の
意
識

に
登

る

こ
と
に
よ

つ
て
の
み
、
そ
れ

は

可
能
な

の
で
あ

る
。
だ
か
ら
自
他

の
と
聯
關

の
あ
る
所
で
は
自

我
意
識

の
意
識

に
於

て
さ

へ
も
、
意
識

の
猫
立
性
を
得

る
こ
と

は

困
難
な

の
で
あ

る
。

ぎ

か
く

し

て
、
巴我

々
は
我

々
の
意
識

の
ど

の
側
面
を
捕

へ
て
見

て
も
、
そ
れ
が
本
質
的
な
猫
立
性

を
有
す

る
事

を
見
出
す

こ
と
は

出
來
な

い
。
唯
だ
そ
れ
ば
他

と

の
聯
關

か
ら
分
離

し

て
孤
立

せ
し
め

る
ご
と

に
よ

つ
て
の
み
猫
立

の
自

我
た
り
得

る

の
で
あ
る
。

故

に
個
人

の
自
我
意
識

と
云
は
れ

る
も

の
が
、
他

と

の

一
切

の
關
係
的
契
機

か
ら
抽
象
す
る
こ
と

に
よ

つ
て
の
み
可
能

で
あ
る
と

同

様

に
、
固
有

の
自

己
性
も
全

て
の
共
同
性
を
捨
象

し
た
極
瓢

に
於

て
の
み
把
握

せ
ら
れ

る

の
で
あ
る
。
本
質
的

に
は
共
同
的
で

あ

る
も

の
が
、
・、其

の
共

同
性

の
飲

如
態

と
し
.て
現

は
れ

る
。
そ
れ
が
個
別
性
な

の
で
あ

る
。
從

つ
て
個

別
性
そ
れ
自
身

は
濁
立
的

、

に
は
存

在

し
得

な

い
の

で
あ

る

。

.・

全
盤
的
立
場
と
個
入
的
立
揚

(
佐

々
木
)

二
七

・軸



r

隔

二

七

二

,
近
世

の
個
人

主
義
者

は
、
既

に
述

べ
た
檬

に
、
か

や
う
な
個
別
的
實
在
性
を
追

求
し

て
行

つ
た
。
此
庭

で
は
個

人

の
み
が
唯

一

の
現
實

で
あ
り

、"
個
人

の
目

己
的
存
在

の
み
が
本
來

の
實
在

で
あ

つ
た
ゐ

然

ら
ば
此

の
方
向
.に
進

ん
だ
個
人
主
義
的
哲
學
者
は

一

艦
何
庭

に
到
達
し
た
で
あ

ら
う

か
。
其
の
第

一
入
者

と
見
徹

さ
れ

る

キ

エ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
に
於

て
は
、
個
別
的
實
在
性
た
る
唯

一
者

は
個
人
的
自

己
と

し
て
己
れ
自
身

か
ら
可
能

に
な

る

の
で
は
な
く

ヱ
、
唯
だ
榊

の
前

に
立

つ
こ
と

に
於

て
の
み
個
人
た

り
得

る

の

で

あ
る
。
即
ち
個
人

が
孤
立
者

で
あ
り
得

る

の
は
、
全

て
の
他

へ
の
關
聯

か
ら
游
離

し

て
自

己
自
身

に
關

は
る
こ
と

に
於

て
、
更

の

に
具
醤

的

に
云

へ
ば

、
他

の
個
、人

に
謁

し

て

の
み

で
あ

つ
て
、r
紳

に
蜀

し

て
穿
は

な

か

つ
た
。

神

は
孤

立
的

實

在

者

の
根

抵

に
横

は

る
も

の

で
あ

つ
て
、
神

か

ら

猫

立

的

な
唯

の

「
窯

を

も
淺

し

て
は

ゐ
な

い
。

だ

か
ら

個

人

の
猫

立

性

は

、
完

全

に
神

と

い

ふ
普

遍
者

或

は

全
髄

的

な

る
も

の

、
申

に
解

浩

し

て
し
ま

つ
て
、
唯

一
者

た

る
個

人

は
完

全

に
唯

一
者

な

ら

ざ

る

も

の
、
個

人

で
な

い

も

の

に
攣

形

も

て
ゐ

る
。
、
そ

れ

は

正

し
く

、

マ
ッ

ク

ス

・
シ

ヱ
ラ
ー

の
絶

…到
的

孤

猫

性

(》
ぴ
oりO
一口
件O

国
一昌
の9
昌日
押
①
蹄
)

に
就

て
も

同

様

で
あ

る

。

彼

は

個
別

人

格

べ
田
旨

音

巽
8
ロ
)
及

び

全

艦

人

格

(O
①
。。
斜
目
な
・
嵩
薯

)
に
於

け

る
肚

會

的
範

園

(の
。
N
竃
。。喜

時
。
)
と

秘

奥

範

園

F(罫
ユ
巳
ω9

鐸
。)

と

の
匠

別

を

立

て

玉
、

個

別
人

格

の
成

員

で
あ

る

限

り

に
於

て
、

そ

れ

は
肚
會

的

人
格

で
あ

り

固
有

の

自

己

性

に
於

て
は

、
H昌
臼ぎ

窟
話
。
昌
(
秘
奥

人

格

)

と
名

付

け

る
。

全
髄

人
格

も

よ

り

大

き

い
全
艘

人

格

の
成

員

た

る
限

り

、

そ

れ

は

叉
杜

會

的

人

格

で
あ

り

、

孤

立

的

な

も

の
と

し

て
は

、

イ

ン
テ

イ

ム
ー1

ペ

ル
ゾ

ー

ン
な

の
で

あ

惹
。

だ

が

全
禮

入
格

は
そ

れ

自

身

イ

ン
テ
ィ

ム
ーー

ペ

ル
ゾ

ー

ン
で

あ

る
場
合

で

も

、

そ

の
成

員

の

イ

ン
テ
ィ

ム
ーー

ペ

ル
ゾ

ー

ン
に
封

し

て
は
秘

密

的

で

は
な

い
。

だ
か
ら
絶
封
的
イ
ン
テ
留

†

ペ
ル
ゾ
↓

は
唯
だ
個
別
人
楚

於
て
の
み
見
出
さ
れ
、
絶
封
的
孤
立
性
も
此
庭

存
す
聖

考

}



幼

奏
た
ρ
だ
が
彼

に
於

け
る
様

に
、
人
格
を
作
用

の
統

一
者

、
作
屠

の
途
行
者

乏
規
定
す

る
者

に
と

つ
て
は
沸
就
會
的

と
秘
奥
的

乏

の
爾
者

の
亙
別
は
何
庭

か
ら
生
古

る

の
で
あ
ら
う

か
。
杜
會
的

で
あ

る
限
グ
、
作
用

の
途
行

者

は
共
同
性
を
持
ち
得

る
し
」
そ
れ

丈

℃
は
孤
猫
性

は
何

庭

に
も
見
出

せ
な

い
。
だ
か
ち
彼
は

「
絶
樹
的
孤
猫
性

と

い
ふ
範
曉

は
有
限
人
格

の
間

の
取
り
除
ぐ

こ
と
の

出
來
な
審

定
的
本
質
的
關
係
で
瓠

」
会

つ
て
ゐ
る
・
し
て
見
れ
ば
天

格
繕

局
作
用
の
中
心
で
あ
る
が
故
に
・佃

裂

で
は
な
く

し
て
噛
共

同
性
を
否
定
す
る

が
故

に
個

別
的
と
な
ら
ぎ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。

.

、

㌔
私
は
か
く

し

て
個
人

の
絶
樹
的
猫
立
性
、
精

神
的
自

足
性
を
求
め

て
到
達
す

る
と

こ
ろ

は
、
固
人

で
は
な
く
し

て
絶
封
者

で
あ

ゆ

共
同
性

で
あ

る

こ
と
を
知

つ
た
。
個
人

の
自

足
性

を
求
む

る
こ
と

に
よ

つ
て
、

個
人

の
自

足
性
、
個
有

の
實
在
性

を
見
失
、つ
て

し
ま

つ
た
。
個

人

は
何
庭

迄
絶
樹
者
共

同
的
な

も

の
に
背

を
向
け

て
も
、
そ
れ
等

の
外

に
出

る
こ
止
は
出
來
な

い
の
で
な
る
。

臼
絶

O

ヘ

へ

も

へ

樹
的

で
な

い
も
の
、
共

同
的

で
な

い
も

の
も
、
絶
封
的

な
も

の
、
共
同
的
な

も
の

浅
具
象

化

で
な
く

て
は
な
ち
な

い
。

だ
か
ら
個

ヘ

ヘ

へ

人

の
猫

立
性

は
猫
立

で
な

い
と

い
ふ
地
盤

に
立

つ
こ
と

に
於

て
の
み
可
能

で
あ

る
。
畢
覚
、
個
人

の
猫
立
性

が

「
あ

る
も

の
で
な

へい
」

の
否

定
的

方

向

に
、

即

ち
絶

封

者

《
廣

義

に
解

し

て
、

ハ
イ

デ

ッ

ガ
ー

の
共

同

性

の
訣

如

態

に
求

め
得

ら
れ

る
。
此

の

こ
と

を
最

も

よ

く

現

は

し

て

ゐ

る

の
が

「
孤

猫
」

の
現
象

で
あ

る
。

私

は

此

の
現
象

の
解

繹

を

ハ
イ

デ

ッ
ガ
』

の
言
葉

に
直

接

聞

い
て

見

よ
う

。

一

謳

,,

.

`

口

.

凡

.

一

「
人

間

が
唯

↓
人

で
ゐ

る

こ
と

も

亦

世
間

の
申

で

の
共

同
存

在

で
あ

る
。

他

人

は

唯

一
の
共

同

存

在

の
中

の
、

並

び

に
そ

れ

に
謝

へ

も

ヘ

へ

し

て
の
み
失

は
れ
る

こ
と
が
出
來

る
。
孤
猫

で
あ

る
こ
と
は
、
共
同
存
在

の
訣

如
態

で
あ

つ
て
声
其

の
可
能

で
あ
る

こ
と
が
却

つ

全
燈
酎
立
揚
と
個
入
的
立
揚

(佐
々
米
)

「

二
七
三



諮

飼
、

:

、

'

p

-

二

七

四

て
共
伺
存
在

の
誰
明

に
な

る
。
.實
際

に
猫
り

で
ゐ
る

こ
と
は
"
他
面

に
於

て
或

る
第

二

の
事
例
た

る
人
間
が
私
と
並
ん

で
現
は
れ

る

か
否

か
踊
恐
ら
ぐ

十
人

の
此

の
様
な
人
間

か
現

は
れ

る
こ
と

に
よ

つ
て
も
屡
棄

さ
れ

る
も

の
で
は
な

い
。

此
等

の
人
間

や
(

も

う

と
多
∠

の
者

が
眼

の
前

に
存
在
し

て
ゐ

る
時

で
す

ら
、
人
聞
は
孤
猫

で
ゐ

る
こ
と
が
出
來

る
。

だ
か
ら
共
同
存
在
や
相
互
存
在

の
事
實
性

は
多
数

の
主
観

の

一
緒

に
現

は
れ

て
ゐ
る
こ
と

に
基

い
て
ゐ
る

の
で
は
な

い
。
多
人
数

の
下

で
濁
り

で
ゐ
る
こ
と

は
、

然

し
多
人
数

の
も

の
の
存
在

に
關
し

て
も
、
fそ
れ
等

が
、
そ

の
際
に

は
軍
純

に
眼

の
前

に
あ

る
こ
と
を
意
味

し

て
ゐ
な

い
。
多
く

の
も

の
の
下

に
あ
る
亡
と

に
於

て
も
亦
多
く

の
も

の
は
共

に
生
存

し
て

ゐ
る

の
で
あ
り

、
謂

は

Ψ
、
共

同

生

存

は

無

關

心
と
か

無

縁

の
者

と

い
う
様
相

に
於

て
出
會

は
れ

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
訣
け

て
ゐ
る

こ
と
や
不
在

で
あ

る
こ
と
は
、
共

同
生
存

の
様
相

で

セ

の

で

ラに

の

あ

つ
て
、
共
同
存
在

と
し

て
人
問

が
他

人

の
生
存
を
彼

の
世
界

に
於

て
出
會

は
せ
る
か
ら

こ
そ
可
能
な

の
で
あ
る
。
」

共
同
存
在

で
あ

る

こ
と
が
人
聞
存
在

の
規
定
性

で
あ
る
。
だ
か
ら
孤

猫

の
現
象

は
個
人

の
個
別
的
猫
立
性

.
自

足
性

を
示
す

の
で
は
な
く
し

て
、
正

に
其

の
逆

で
あ

る
。
r共
同
存
在

の
人
闇

の
み
が
、
具
禮
的

に
云

へ
ば
、
肚
會

的
人
間
の

み
が
、
反
薩
會

的
態
度

を
採
り
得

粉

.

る

の
で
あ
る
し
、
そ
し

て
そ
れ

の
み
が
孤
猫
を
欲
し

叉
は
之

を
担
み
得
る

の
で
あ
る
。

[か
く

し

て
個
人

の
本
質
的
猫
立
性

は
消
滅
し

て
し
ま

つ
た
。
.
だ
が
私

は
、

こ
れ

に
よ

つ
て
個
人

が
存
在
し
な

い
等
と

い
ふ

の
で

な

い
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
。

唯
だ
我

々
が

日
常
的
存
在

に
於

て
個
人

と
考

へ
て
ゐ
る
も

の
を
、
眞

に
個
別
的
な

も
の
、
自

足
的
な

も

の
と

し
て
把
握

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
無

に
な

つ
て
し
ま

ふ
と

い
ふ
意
味
な

の
で
、あ
る
。
從

つ
て
我

々
の
共
同
存
在

は
個

人
と
個
人
と

の
聞

に
存
在
す

る
に
も
拘

ら
す

、
個
人
を
此
め
共
同
性

に
先
行
す

る
個
別
者

と

し
て
、
自

足
的

猫
立
者

と
し

て
立

て



る
こ
と
は
出
來
な

い
こ
と
を
、
.換
言
す
れ

ば

「
部
分

が
全
盤

に
先
行
す

る
」
と

い
ふ
個
人
主
義

の
命
題

の
成

立
不

可
能
な

ご
ど
を

明

示
し
た

に
す

ぎ
な

い
の
で
あ

る
。
個
人

の
か
や
う
な
絶

謝
的
な
自

足
性
が
否
定
さ
れ

る
と
す
れ
ぼ

、
此

の
自

足
性

に
基
礎

を
置

ル

　る

く
こ
と

に
よ

つ
て
の
み
可
能

で
あ

つ
た
個
入
主
義

の
所
謂
無
拘
束
的
な
意
昧

に
於
け

る
自
由
も
當
然

否
定
さ
れ

ね
ば
な

ら
な

W
。
・

此
塵

に
、
主
罷
的
側
面

に
於

て
見

る
時
、
そ
乳
自
ら

の
中

に
當
然

拒
否
さ
れ
ね

ば
な

ら
な

い
自
己
矛
盾
を
包
藏

し

て
ゐ
る
個
入
主

義
思
想
そ

の
も

の
が
、
資
本
主
義

の
行
詰
り
と

い
ふ
経
濟
的
現
象

の
如
何

に
關
係
な
く
、
生
れ
な
が
ら

に
し

て
厨
壌
す

べ
き
蓮
命

を
澹

つ
て
現
は
れ

た
も

の
で
あ
る

こ
と
を
知

る
と
同
時

に
、
個
人
主
義

の
此

の
訣
陥

こ
そ
現
代

に
所
謂
全
饅
主
義
な

る
思
想

に
よ

つ
て
克
服
さ
る

べ
き
必
然
的
な
根
擦
を
之

に
與

へ
て
ゐ
る
も

の
、で
あ

る
と
云

へ
る
で
あ

ら
う
。
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こ

れ

は
吻

論

、
櫓入

間

が

入

間

と

し

て

可

能

な

ろ
根

本
的

制

約

之

し

て
の

自

由

の

否

定

な

意

味

し

な

い
b

否
定

ぜ

ら

れ

る

も

の

は

紹

劉

的

意

味

に
於

け

ろ
無

拘

束

的

自
由

で

ぼ

あ

ろ

が

、

其

威

に
は

術

相
劉

的

意

味

に

於

け

る
自

由

は
残

さ

れ

て

ゐ

る

o

ラ四

・

、

(

＼

私
は
人
聞
存

在

の
立
場

か
ら
共
同
存
在

を
構
成
す

る
個
人

の
自

足
的
猫
立
性
を
追
求
し

て
、
そ
れ

が
共
同
性

の
中

に
そ

の
姿
を

浩

し

て
し
ま

ふ
と

い
ふ
逆

の
結
果
を
見
爵

し
た
。
然

ら
ば
共
同
存

在
を
構
成
す

る
個

々
の
成
員

を
そ
れ
と
し

て
規

定
す

る
全
禮

的

な
も

の
が
果

し

て
そ
れ
自
身

と
し

て
把
握

さ
れ
得

る
で
あ

ら
う

か
。

個
人
を
個
人

と
し

て
具

象
化
す

る
肚
會
と

い
ふ
檬
な
全
艦
的

な
も

の
が
猫
立
的
な
自
禮
存

在
と
し

て
捕

へ
得

る
で
あ
ち
う

か
。
そ
れ
は
次

の
疑

問
と

し

て
私

に
其

の
解
決
を
迫

る
當
然

の
課
題

・で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
ゆ
が
此

の
課
題

を
解
く
爲

め

に
は
、

現
代

の
所
謂
全
盟

主
義
思
想

の
根

本
原

理
を
槍

討
す

る

こ
と
が
豫
備

段
階

乏
し

て
私

に
は
更

に
重
要
性

を
有

し

て
ゐ
る
檬

に
思

へ
る
。

二

▼

・個
人
は
共

同
性

の
否
完

的
構

造
と
し
℃
現
は
れ
る
、
即
ち
共
同
性

の

「
な

い
」
'
と

い
ふ
訣
如
態
的
存
在
構

造
を
本
質
と
し

て
其

め
根
抵

に
有

し

て
ゐ
る
事

は
既

に
知

つ
た
。
之
を
關
係
構

造

の
側
面

か
ら
見

る
な

ら
ば
、
個
人
は
共
同
性
、
全
禮
主
義
者

の
言
葉

を
借
り

て
云

へ
ば
全
龍
性

か
ら

の
離
在
的
な
孤
立
的

存
在

で
ぱ
な

い
。
從

つ
て
そ
れ
は
常

に
全
艦

と
い

ふ
共

同
性

を
前
提
と
す
る

限

り

に
於

て
の
み
そ

の
存
在
債

値
を
有
す

慰

の
癒
あ

つ
て
、
決
し

て
自

足
的
、
ア
ウ

タ
ル
キ
ー

と
し
て
は
存
在
し
得
な

い
ρ
即
ち



個
人

の
自

足
性

、
絶
封
的
猫
立
性
は
共
同
性

、
全
燈
性

の
申

に
解
浩
す
る
事

に
よ

つ
て
否
定

せ
ら
れ

た

の
で
あ

る
。
だ
が
此

の
際

ユ

個
入

が
全

く
無
債
、値
な
も

の
と
し

て
拒
否
せ
ら
れ

た

の
で
は
な
ぐ

て
、
根

源
的
な
現
實

的
な

も

の
、
從

つ
て
自

己
自
身

に
基

い
た

猫
立
的
な
も

の
で

は
な
く
、
む

し
ろ
そ
れ

は
全
艦

の
分

肢

(㊤

凶巴
・
民)
と
し

て
現

は
れ

た
も

の
に
過
ぎ
な

い
虞

の
軍

に
墾
關
的
な

め

・
も

の
で
あ

る
と
云

ふ
意
味

で
あ

る
。

シ

『

ハ
ン
に
ょ
れ
ば
,
個
人
的
諸
窯

促
生
命
を
與

へ
る
も

の
こ
そ
全
艦
性

で
あ

つ
て
、
個
人

は
全
罷
性

の
中

に
入

つ
て
始
め

て
人
間
と
し

て
生
存
し
得
る

の
で
あ
る
。
だ

が
此

の
際

全

禮

と

い

ふ

事
を
、
全
盟
主
義
者

は
ど

う
考

へ
て
ゐ
る
だ

ら
う

か
。
彼
等

に
よ
れ
ば
、
就
會

こ
そ
本
質
上

の
全
艦

で
あ

る
。

そ̀
し

て
此

の
全
艦
性

の
核

心
を
な
す
も

の
を

わ

精
紳

的
協
同
盟

の
中

に
見
出

さ
ん
と
す

る
。
彼
等

に
と

つ
て
は
、
個
人

の
精
紳

は
自

足
的

で
は
な
く

、
他

の
個
人

の
精
騨
的
結
合

に
於

て
其

の
活
動

性
を
得
る

の
で
あ

つ
て
、
孤
立

で
は
な
く
共

同
存

在
即
ち
共
同
性

が
人
闇
精
棘

の
存
在
様
式
な

の
で
あ
る
。
、此

の
事
は
人
聞
生
活

に
於
け
る
総

て
の
結
合

の
最

も

一
般

的
基
本

形
態

で
あ

る
友
人
關
係

に
就

て
見

れ
ば
充
分

に
誰

明

せ
ら
れ

る
。
.

尤

も
此
庭

で
云
ふ
友
人
關
係

は
、
心
理
的
意
昧

に
於
け

る
個
人
的
愛
情

、
即

ち
精
聯

の
自

足
的
活
動

の
可
能
を
意
味
す
る

の
で
は

な
く

て
,
其
庭

に
は
必
ず
封
象
が
け
れ
ば
な

ら
な

い
事
を
意
味
す

る
。

そ
れ

は
人
聞

の
総

て
の
關
係

の
必
須
條
件

で
あ
り

、
之
な

く

し
て
人
闇

は
互

に
結
合
し
得
す
肚
會

は
形
成
さ
れ
な

い
。
若

し
此

の
際

相
手

た
る
友
人

が
死
ん
だ
場
合

、
友
人

を
夫

つ
た
本
人

ぼ
大

な
る
精

神
的
室
盧
を
感
す
る

で
あ

ら
う
。
其

の
空
虚

さ
は
個

人
的
悲
哀

の
感
情

で
は
な
く

て
、
個
人

の
精
神
生
活

に
参
與

し

之
を
喚
起
し

て
來

た
所

の
相

互
作
用

た
る
他

の
精
榊

が
沿
失
し
た
事

で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
そ

れ

は
彼

の
精
神
的
活
動

の
停

止

を

意
味
す

る
。
此

の
事
柄

は
、
人
聞
精
神

は
豫

め
完
成

さ
れ
た
も

の
と
し

て
猫
立
し

て
ゐ
る

の
で
は
な
く

て
、
更

に
、
精
神
的

に

全
盤
的
立
揚
と
個
入
的
立
揚

(
佐

々
木
)

二
七
七
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二

七

八

・ア
ウ
ク

ル
ギ
ー

た
る
個
人
が
完
成

せ
る
精
聯
的
内
容

の
交
換
を
行

ふ
の
で
は
な
ぐ

て
、
精
紳
的
協
同
罷
め

申

に
於

て
創
造

さ
れ

て

行

く
も

の
で
あ
る

事
を
明

か

に
し

て
く
れ

る
。
家

庭
と

い
ふ
全
龍

に
就

て
も
同
様

で
あ

る
。
家
庭

な
る
精
神
的
全
盟

は
既

に
完
成

ぜ

る
父

、
母
、
子

が
之
を
構
成
す

る

の
で
は
な
く

て
家

庭
と

い
ふ
全
禮

の
申

に
潜
在

せ
る
精
神

が
そ

の
成
員

の
精

紳
を
形
成
、し
創

造

す

る

の
で
あ
る
。
父
を

し
て
父
と
し

て
の
自
畳

と
地
位
と
を
得
し
め
る
も

の
は
、
母
及
び

子
で
あ

る
。
母

や
子
が
父
を
創

造
す

る

。
同
檬

に
母
を

し
て
軍
な

る
女
性

か
ち
母
性

へ
攣
移

せ
し
め
る
も

の
は
子
と

い
ふ
存

在

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
子

の
存

在
な

く

し

て
は
女
性

ぱ
軍
な
る
女
性

に
止
ま

つ
て
、
母
と
し

て
の
精
瀞
内
容

を
顯

現
し
得
な

い
。

叉
父
母

の
愛

撫
は
子
を
子
と
し

て
の

自

毘

に
、至
ら
し
め
る
。
父
母
な
く

し

て
子
は
手

と
し

て
の
精
紳
的
内
容

を
有

し
得
な

い
。
か
く

し

て
個
人
は
友
人
關
係
、
家
庭

と

い
ふ
様
な
全
醒
的
な
も

の
に
入
り

こ
む
事

に
よ

つ
て
、
個
人
は
個
人

と
し
て
の
精
紳

内
容
を
得

る
。
だ

か
ら
個
人
主
義

が
絶
封
的

.個
別
者

の
概
念

.
即

ち
猫
立
自
然

的

で
あ
り
精

瀞
的

ア
ウ

タ

ル
キ
ー
・で
あ

る
個
人

が
外
面
的
必
要

の
爲
あ

に

の
み
枇
會
的

に
結
合

す

る

繭
つ
の
精
沸
力
と
し

て
の
入
間

の
概
念

,
か
ら
出
襲
す

る

に
反
し
て
、
全
罷
主
義

は
精
挿
的
全
禮
的
分
肢
を
個
人

と
見
よ

う

と
す
る

の
で
あ
る
。
此
の
観
鮎

に
立

つ
限
り
、
杜
會
は
正

に
個
人
的
生
命

の
創
造
的
原

理
で
あ
⑩
、
個

人
の
生

活
形
式

で
な
け
れ

ば

な

ら
な

い
。

叉
其

の
意
味

に
於

て
人
聞

は

】
般

に
共
同
罷

の
申

に
於

て
、
共
同
禮

に
ょ

ρ
て
始

め

て
猫

立
的
自

足
的
と
な
り
得

る
め

で
あ

つ
て
、
之

に
入
り
.込
ま
な
い

以
前

に
は
軍
な

る
可
能
性

に
過
ぎ
な

い
こ
と
に
な
る
。
此
庭

で
は
人
闇
就
會

の
本
質

と
淵

源

と
は
精
神
的
協

同
艦

の
中

に
在

つ
て
、
、
從

つ
て
そ
れ
は
素

幽
精
神
的
全
膣
性

の
裡

に
實

現
せ
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
だ
か
ら

シ

ェ

パ

ン
は

「
澁
會

な
本
質
的

に
は
最

早
個
入
主
義

の
云
ふ
様
な
軍
な
る
個
人

の
総
和
、
輩
な

る
堆
積

で
も
な
く
、
叉
軍
な
る
保
全
同
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で
も
な

い
。
寧
ろ
肚
會

の
任

務

の
特
徴

は
内

面
的
相
關

々
係

及
び
責
任

と
い
ふ
窯

に
あ
る
ゆ

か
く

て
國
家

は
個
人
主
義
的

に
考

へ
ら
れ
た
場
合

の
如
き
功
利
的
機

關
た
る
事
を
中
止
し

て
道
徳
的
全
禮

と
な
り
、
個
人

の
精
瀞

的
道
徳

的
成
生

の
根
抵

に
φ

る
善

の
様
な
目
的
及
び
原

理
を
持

つ
教
育
機
關
、
文

化
施
設

と
な

る

の
で
あ

る
。
從

つ
て
肚
會

の
本

質

及
び
枇
會

の
構
域

原
則
は
個
人
主
義

の
場
合

に
於
け

る
や
う
な
自
由

で
は
な
く

て
、
寧

ろ

正
義

で
あ
る
。

正
義

と
は
個
別
者

が

全
禮
者

の
機
關

と
な
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と

い
ふ
意
味

で
あ
り
、
個
人
的

立
場

か
ら
云

へ
ば
、
個
人

が
彼

の
参
加
し

て
ゐ
る
全
艦
者
即

の

ち
、
個

人
を
個
人
た
ら
し
め

て
ゐ
る
全
禮

の
申

に
於
け

る
分
肢

で
あ

り
、
分

肢
と
な

ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と

い
ふ
意
味

で
あ
る
L

と
主

張
す

る
。
換
言
す
れ

ば
、
人
聞

の
行
動
は

一
切

の
精
帥

的
な
も

の
を
實

現

し
展

開
さ

せ
る
特
性

を
持

つ
庭

の
派

生
的
要
素

と
し

て

現
は
れ

る
。
「
一
切

の
現
實

の
根
本
的
事
實

、

一
切

の
眞

正
な
る
肚
會
科
學

の
根
本
的
認
識
は
常

に
肚
會
が
個
別
者

の
累
積

で
は
な

●

く

て
全
禮
性

よ
り

な
る
事

で
あ
り
、
從

つ
て
本

來

の
現
質

的
な

る
も

の
は
、
個
別

で
は
な
く

て
全
禮

で
み

り

、
個
別
者

は
そ
れ
が

肢
罷

た
る
限
り

に
於

て
の
み
そ

の
現
實
性

と
存
在

性
と
を
有
し

ヱ
來

る

の
で
あ
る
。
か

」
る
意
味

に
於

て
、
全
鎧

主
義

に
於
け
る
第

一
義
的
存
在
は
個
人

に
あ
る

の
で
は
な
く

て
、
全
騰
肚
會

に
あ
る

の
で
あ
る
。
此

の
場
合
個
人

は
何
庭

迄
も
全
艦

の
構
成
分

子
乏

し
て

の
存
在

で
あ
り
.
そ
れ
よ
り

の
派
生
的
存
在

で
あ
る

に
止
る
ゆ
斯
檬
な
分
肢

は
全
罷
者

の
申

に
於

て
の
み
存
在
す

る
と
考

へ
ら

れ

る
が
故

に
、
結

局
全
膿
者

た
る
肚
會

は
其

⑳
分
肢

た
る
個
別
者

識
り

も
侵
越
性
を
保

つ

(榎

。
O
.。。.
一一、
9
、
津

冨
け
傷
。
.
<
。
㍗
覇

鵯
お

く
潟

牙
昌
蛋
召
。
ぽ
窪

)
と

云
ふ
事

は
自
明

の
理

で
あ
る
。
即
ち
全
艦
主
義

に
於

て
は
、
個
人
主
義

の
命
題

た
る

「
部
分

が
全

り

禮

に
先

行

す

る
」

で

は
な

く

て
、
「
全

艦

が
部

分

に
先

行

す

る
」
(O
。。9
0
彗
N
⑦
互

く
自

紆

3

↓
・凶一)
と

い

ふ
論

理
的

命

題

が

主

張

全
盤
的
立
境
と
個
入
的
立
揚

(
佐

々
木
)

ご
七

九
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さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

,

'

`

.

ー

,
、

胃

∴

,

、

.

、

＼

ギ

」

膝
・扱

て
此

の
場
合

、
全
盟

で
あ

る
砒

會

に
如
何

な
る
具
艦
的
内
容

を
包
含

せ
し

め

る
の
で
あ
ち
う

か
。
從
來

の
全
艦
主
義

は
之

に

画
定
葡
概
念
を
附
與

し

て
ぬ
た

の
で
あ

る
ガ
、
現
代

の
全
罷

主
義
者

は
流
動
的
内
容
を
與

へ
ん
走
し

て
ゐ

る
。
全
艦
は
完
成
さ
れ
ガ

丸
竜

の
で
な
く

て
、
常

に
流
動

し

つ
玉
あ

る
も
め

で
あ
り
、
進

行
.の
過
程

に
於

て
自

己
を
創
造

し
建

設
す

る
も

の
で
あ
る
。

あ
ら

ゆ

る
瞬

闇

に
於
け

る
あ
ら
ゆ
る
完
全
な
姿
を
踏

み
越

へ
る
純
粋
な
運
動

で
あ

る
。
あ

ら
ゆ

る
瞬
間

に
於

て
全
膣
性

を
創
造
し
建
設

す

る
虞

の
此

の
蓮
動

は
個
人

の
中

に
存
す

る
全

て
の
精

聯
的
實
在

が
、
唯

だ
畳
醒

さ
れ
た
も

の
宏
し

て
存
在

し
獲
生
す

る
事

の
申

に
見
掲

遷
れ

る
。
p
だ
が
そ
れ

は
既

に
述

べ
%
所

の
、
個
人
精
紳

は
唯
だ
他

の
精

榊

の
側

か
ら
な

さ
れ
る
啓
嚢

刺
撃

に
よ

つ
て
、
即

の

ち
精

神
と
精
騨

と
の
相

互
啓

稜
作

用
を
根

本
的
第

一
義
的
條

件
と
す
る
事

に
よ

つ
て
の
み
、
結

び
付

き
と

い
ふ
形
式

で
現

は
れ

る

お

精

榊
的
協

同
燈

に
工

つ
て
の
み
.
實
在
化
さ
れ

る
と
い
ふ
全
罷
主
義

理
論

の
根
本
思
想

か
ら
見
れ
ば
當
然

の
理
論
的
獲
展

で
な
け

れ

ば
な
ら
な

い
。
、か
く
自

己
を
創
造

し
獲
展
す

る
も

の
と
考

へ
ら
れ

る
全
燈

に
於

て
は
、
そ
の
全
髄
概
念

が
、、
、小
國
家
よ
り
大
國

家

よ
り
民
族

へ
、と
不
断

に
、成
長
す

る
事
は
認
容
し

て
宜

い

で
あ

ら

ヶ
。
唯

だ
そ

の
本
質

が
精
騨
的
協
同
艦

に
あ
る

の
で
あ

る
か

ら

、
そ

の
.成
長
も
畢
意
之

を
橿
軸
と
す
る
嚢

展

に
制
限

さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。
L然

じ
そ

の
何
れ

を
全
罷

の
概
念
内
容

と
す
る

に
し

て

も
、「
全
禮

が
部
分

に
先
行
す

る
」

と

い
ふ
論

理
的
命
題
を
其

の
根
本
原

理
と
し

て
ゐ
る
黙

に
は
攣
砂

は
な

い
。

.、'.塵

が
此
虞

で

一
考
を
要
す

る

の
は
、
全
禮
と
部
分

と
の
爾

概
念

を
連
結
ず

る

「
先
行

す
る
」
(<
鉢

国
署

器
ω鉱
ε

亡
い
ふ
繋

蹴
を

ヘ

ヘ

ヘ

へ

如
何

に
考

へ
る
か
な

の
で
あ

る
。
全
腿

が
部
分

に
先
行
す

る
と

い
ふ
言
葉

は
、
動

も
す

る
と
現
代

の
自
然
科
學
者

が
解

し
よ
う
と



す

%
檬

に
、
全
膿

が
部
分

に
封

し

て
、
部
分

ぱ
り
別
個
な
孤

立
的
存
在
と
し

て
の
猫
泊

の
或
物

と
も

て
そ
れ
自
禮
乏

し
て
存
在
す

も

ほ

ゐ
、
そ

し

て
此

の
猫
自

的
自
燈
存
在

た
る
全
燈

が
部
分
を

q
結

果

画
」
「
生
産

し
」
物
質
的

に

「
生

み
出
す
」

と

い
ふ
意
味

に
於

て

考

へ
ら
れ
勝
ち
な

の
で
あ
る
。
然

し
そ
れ

拡
決

し

て
要
當
な
解
繹

で
は
な

い
。
何

故
斯

檬
な
解

羅
が
要
當
性
を
有
し
な

い
で
あ
ち

ラ

う

か
。
私

な
此

の
疑
問
を
解

く
鍵

は
、
私

が
四

に
胃
頭

し
た
全
禮

は
そ
れ
自
身

に
於

て
把
握
描

來
る

で
あ
ら
う
か
き

い
ふ
課
題
を

解
決
す

る
事

に
よ

つ
て
與

へ
ち
れ

る
と
思

ふ
。

も
私

は
此
庭

で
再
び
肚
會

の
根
本
類

型
た
る
家
族
を
卑
近
な
例
と
し

て
引
き
合

ひ

に
出

し

て
考

へ
て
見
よ
う
。

そ
れ

は
家
族
と

焔
、

ふ
言
葉
自
身

が
示
し
て
ゐ

る
檬

に
家

に
於

て
表

現
せ
ら
れ

る
。
屋
根

と
壁
と
を
以

つ
て
仕
切

ら
れ

た

一
定

の
室
聞

の
申

に
、
・竈
を

申
心
と
し
旋
壷
所

.
食
卓

を

中

心

と

し

た
茶

の
間

、、
床

の
間
を
装
飾

し
た
客
間
及
び
机
を
中
心
と
し

た
書

齋
等

々
が
涯
別

せ
ら

れ
、
其
庭

で
諸
種

の
家

族
的

共

伺

の
生

活
が
螢

ま
れ

る
。
、此
庭

に
家

族
と

い
ふ

曽
.つ
の
全
艦

が
自

己
を
具
艦

化
し

て
ゐ

る
。
そ

し

て
家
族

と

い
ふ
全
罷

を
構
成

し

て
ゐ
る
個

々
の
成
員

は
此

の
家
族

と

い
ふ
全
艦

に
よ

つ
て
主
人

、
主
婦

、
或

は
夫

婦
、
父

母
、
手

供
等

の
資
格

が
賦
與

せ
ら
れ

.
各

々
の
役
目
を
途
行
す

る

こ

と

に
於

て
家

の
杢
髄
を
現
は
す

。
そ
れ

は
丁
度
八
聞

の
身
禮

に
於

て
、
手

が
手

と
し

て
、
足

が
足
と
し

て
働
く

の
は
、
人
闇

と

い
ふ
全
罷

が
手

に
於
て
、
足

に
於

て
働

い
て
ゐ
る
と
同
様
に
、
父
が

父
と
し

て
、
母
が
母
と
し

て
、
、子
が
子
と

し

て
行

爲
す

る

こ
走
は
、
家

と

い
ふ
全
罷

が
父

に
於

て
、
母

に
於

て
、
、
子

に
於

て
働

い

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
此

の
事

は
既

に
我

々
の
知
り

得
た
事
柄

で
は
あ

る
が
、
然

し
家

に
於

て
は
、成
員

は
生
き

た
人
間
的
存
在
即

ち

生
存

の
み

で
は
な

い
。
家

族

に
は
傳
統

が
あ
り
、
そ

し

て
各
家

族
塒
有

の
存
在

の
仕
方
を
持

つ
て
ゐ
る
。

一
家
め
申

に
生
け

る
親

全
禮
的
立
揚
と
個
入
的
立
揚

(佐
々
木
)

二
八

一'
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二

蜷
、-死

せ
る
親

の
前

に
は
組
先

の
前

に
子
孫
と

し

て
行

爲

せ
ね
ば
な

ら
な

い
。
此

の
意
味

で
、

一
家

の
主
人
は
絶
謝
的

に
主
入

で

あ

る

の
で
は
な
く

、
從

つ
て
己

れ
の
意

の
ま

浅
に

「
家

の
運
命
を
決
定
す

る
こ
と
ぱ
許

さ
れ
な

い
。
主
人

は
そ
れ
を
傷

け
る

こ
と

な
く
子
孫

に
傳

へ
ね
ば
な

ら

な

い

で

あ

ら

う
。
と
す
れ
ば
、

一
り
の
家

と
い
ふ
全
髄

性

は
個

々
の
・成
員

を
越

へ
た
超
個
人
的
存

在

で
あ
勤
、
時
聞
的

に
は
現
在

の
成
員

を
超
越

し
旋
歴
史
的
存
在
な

の
で
あ

る
。
斯
檬
な
家

と

い
ふ
全
鎧
性

は
個

々
の
成
員

が
、

そ

の
.成
員

と
し

て
の
行
爲

の
仕
方
を
逸
睨
す

る
時

に
、
強
く
其

の
存

在
を
現
は
し
て
來

る
。
父

の
放
蕩

、
子

の
離

反

の
如
き
行
爲

は
、
家
族
全
禮
を
苦
悩

に
陥
れ
、
全
禮

の
歴
力
を

そ

の
成
員

の
上

に
集
申

し

て
來

る
。

そ
れ
は
全
罷

か
ら
離

反
せ
ん
と
す
る
個

々

ヘ

へ

も

の
成
員

を
全
腸

が
己
れ
自
ら

に
引
き
付

け
よ
う
と
す

る
力
な

の
で
あ

る
。

で
嫁
此

の
家
族

と

い
ふ
全
燈

を
個

々
の
成
員

に
先
行
す

もる

自
髄
存
在

と
し

て
、
叉
全
禮
を
構
成

す

る
個

々
の
成
員
を

「
生
み
出
す
」
存
在

込
し

て
、
そ
れ
自
,身

に
於

て
捕

へ
る
事

が
出
來

る

で
あ

ら
う
か
。

個

々
の
成
員
を
成
員

と
し

て
規
定
す
る
も

の
は
、
.勿
論
家

と

い
ふ
全
禮

に
相
違
な

い
が
、
然

し
そ

の
全
鎧

な
個

々
の
成
員

よ
り
離
在

し
た
自
燈
存
在

と
し

て
省

抵
存
在

七
得

る
で
あ
ら
う
か
。

歴
史
的
全
艦

と
し
て
の
家

で
あ

つ
て
も
、
後
縫
者

が
な
け
れ
ば
断
絶
す

る
。
死

せ
る
者

の
み

に
ょ

つ
て
成

立
す

る
家

は
な

い
。
死

せ
る
者

が
共

の
家
を
歴
史

的
全
罷

と
し

て
意
義
付

け

て
ゐ

る
の
は
、
生
命

あ
る
個

々
の
成
員

が
家
を
成
立

せ
し
め
、
其

の
家

に
於

て
組
先
を
祀

つ

て
ゐ

る
限

り

に
倣

て
の
み

で
あ

ゐ
9
更

に
現
在

の
成
員

の
各

々
が
全

て
離

散

し

て
、
そ

の
資
格
を
逸
脱

t
た
場
合

に
於

て
も
同
様
、
現
在

の
家
と

い
ふ
全
膿

も
、

之

を
包
む
歴
皮
的
全
盟

と
し
て
の
家

も
無

に
節
し

て
し
ま
ふ
。
以
上

の
事
實

に
よ

つ
て
見

て
も

、
桐

々
の
成
員

が
死
滅

し
た
場
合

ヂ

　

に
、
或

は
假
令

生
き
な

が
ら

へ
る
と
し

て
も
、
丘
ハ
の
成
員

と
七

て
の
資
格

を
破
壌

し
去

つ
た
時

に
も
、
家
族

と

い
ぶ
全
盟
性

は
消



失

し

て
し
ま
ふ
。

と
す
れ
ば
、
家
族

と

い
ふ
全
膣
性

は
そ
れ
自
身

に
於

て
猫
自
的
存
在
を
保

つ
て
ゐ
る

の
で
は
な
く
し

て
、
唯
泥

そ

の
個

々
め
成
員

に
依
存
す

る
こ
と

に
よ

つ
て

の
み
存
在

の
可
能
性
を
、有

し

て
ゐ

る
も

の
と

云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

・,
・

此
庭

で
注
意
せ
ね
ば
な

ら
な

い
事
は
、
成

る
程
家
族

の
個

汝
の
成
員

は
家
族

と
い
ふ
全
燈

性
を
現
は
す

こ
と

に
よ

つ
て
ガ
成
員

と

な

る

に
相
違
な

い
が
、
}先

に
塁
げ

た
例

の
様

に
、
身

膿

の
部
分

た
る
手

が
足

が
全
禮
を

現

は
す

こ
と
に
於

て
手

と
な
り
足
と
な
る

・
こ
と
～
な
大

い
な
ゐ
離

ゆ
を
持

つ
て
ゐ
る
と

い
ふ
事

で
あ

る
。
手

は
手

で
あ
り
足
は
足

で
あ
る
以
外

に
何
物

で
あ

る
こ
と
も
出
來

な

い
の
で
あ

る
が
、
家
族

の
成
員
は
他

の
者

で
あ
り
得

る
人

が
此

の
家

族
員
と

い
ふ
特
定

の
資

格

に
限
定

せ
ら
れ

た
位
置

に
榿
か

れ

て
ゐ
る

の
で
あ
る

、●
父

は
父

で
な

い
會

冠
員

一
官

吏
、
軍
人
等

々
で
あ
り
得

る
。
父

は
此
等

の
者

と

し
て
行
爲
す
る
時

、
彼
は

　

父
と
し

て
行
爲

し

て
ゐ
る

の
で
菰
な

い
。
と
同
様

に
母
は
職
業
婦
人
、
娘

、
懸
人
等

で
あ
り
得

る
。

こ
う

い
ふ
人
を
子

に
封

し
。て

父
、
母

と
し
て
限
定
し
た
時

に
此

の
資
格

に
於

て
家
族

σ
全
禮
性
が
具
盟

化
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

だ
か
ら
家
族

の
成
員

で
あ
る
限

り

に
於

て
は
、
そ
れ
以
外

の
者

と
し

て
行
爲

し

て
は
な

ら
な

い
。
從

つ
て
家
族

と

い
ふ
全
罷
性

は
個

々
の
人

々
の
種

々
の
他

た
妖

得
る
可
能
性
を
否
定

し
て

一
定

の
振
舞
方

に
制
限
す
る
力

で
あ

つ
て
、
此

の
制
限

に
よ
つ
て
、
人

々
は
家
族

の
成
員

と
な
り
成
員

間

の
存
在
,の
共
同
性
が
實

現

せ
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
故

に
家

族
的
共
同
態

は
人
間

の
存
在
様
式

で
あ

つ
て
、
實
燈
的
な
る

一
つ
の
自

禮
存
在

乏
し

て
具
盟

的

に
存
在

す

る

も

の

で

は

な

い
。
即

ち
家
族
を
全
艦

と
し

て
見
れ
ば
、

か

玉
る
全
罷

的
な

る

「
一
つ
の
も

め

」
,
が
あ

る
と
い
ふ
の
で
は
な

い
。

十
八
世
紀

の
個
入
主
義
的
砒
會
観
を
排

斥
す
る
と
同
時

に
十
九
世
紀

の
有
機
罷
読

を
も
政
撃

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

し

て
、
眞

理
を
其

の
申
聞

に
求

め
た
グ

4
プ

ロ
ヴ
イ
ッ

チ
は
・
「
個
人
主
義
的
心
理
學

の
最

大

の
誤

謬
は
人
間

が
思
惟
す

る
と
い
ふ

全
盤
的
立
揚
と
個
入
的
立
揚

(佐
々
木
)

二
八
三



二
八
四

假
定

で
あ

る
β
此

の
誤
謬

の
爲

め

に
思

惟

の
根
源

が
個

々
の
申

に
求

め
ら
れ

た
。
然

し
此
.虞

に
思
惟

し
感

じ
味

ふ
と

こ
ろ

の
も

の

は
誰
れ

で
あ

ら
う

か
。
そ
れ

は
個
人
で
あ

ら

う

か
。
否
。
そ
れ
は
肚
會
的

團
罷

な

の
で
あ
る
L

と
い
ふ
。

だ
が
以
上

の
結
論

か
ら

す
れ

ば
、
彼

の
思
惟
す

る
主
罷

拡

∪
霧

竃

。
酵
島

で
は
な
く

て
・島
・
加鼠
芭
o
O
『
弓
鷺

で
あ
る

と

い
ふ
意
味

で

の
家
族
が

考

へ
、

感

じ
、
味

ふ
と

い
ふ
事

は
出
來
な

い
。
家
族

と
し

て
の
共
同
意
識
は
、
他

の
成
員

と
共
同
的

で
な

い
意
識
を
持
ち
得

る
個

凌
の
人

タ

が
此

の
家
族

の
成
員

と
し

て
制
限

せ
ら
れ

た
意
識
を
他

の
成
員
と
共

に
す

る

に
他
な

ら
な

炉
。
故

に
此

の
制
限

へ
の
服

從

の
度
合

'
に
よ

り
て
、
家
族
的
共

同
態

は
種

々
の
度
合

を
持

つ
こ
と

が
出
來
る
。

か
ぐ
し

て
家

族
は

一
心
同
膿

と
云
は
る

べ
を
緊
密
な
共

同

態

か
ら
仇
敵

の
同
居
と
も
思

は
れ

る
稀
薄
な
土
ハ
同
鎧

に
至
る
ま
で
種

々
の
度
合

に
於

て
實

現
せ
ら
れ

る
。

か

x
る
家
族
が
、
グ

ム

プ

ロ
ウ
イ
ッ

チ
の
云
ふ
様

に

一
つ
の
主
艦

と
し

て
働
く
、

の
で
は
な

い
こ
乏
は
自
明

の
理
で
あ

る
。

卜

響
.

か
く

し
て
、
私
は
砒
會

の
基
本
類

型

で
あ

る
家

族

に
於

て
全
腿
的
な
も

の
を
求

め
よ
う

と
し

て
、
此
庭

に
も
逆

に
個
人
的
契
機

へ

る
ヘ

ヘ

ヘ

へ

に
當

面

せ
ざ

る
を
得
な
く
な

つ
た
ラ。
全
膿

性

は
此

の
個
人
な
制
限
す

る
、
.言
葉
を

換

へ
て
云

へ
ば
、
個
人
を
否
定
す

る
力
以
外

の

・
辱
も

の
で
な

い
事
を
見
出
す

。
個
人

の
立
場

か
ら
云

へ
ば
個
人
が
自
己
を
否
定
す

る

こ

と

に

ょ

り

て
全
艦
性
を
獲

得
す

る

の
で
あ

る
。

と
す
れ
ば
、
全
禮

的
な

る
も

の
が
そ
れ
自

身

に
於

て
猫
自

の
或
物

と
し

て
存
在
す

る

の
で
は
な

い
と

い
ふ
結
論

が
導

き
出
さ

れ

る
。

ク
リ

ス
ト
教

に
於
け
る
教
會

に
就

て
見

て
も
、
原
始

ク
リ

ス
ト
教

團

に
於
け

る
様
な
緊
密
な
共

同
態

か
ら
、
肚
交

倶
樂
部

'

に
過
ぎ
な

い
様
な
教
會

に
至
る
ま

で
種

々
の
度
合

を
以

つ
て
教
會

は
…敏
會

た
る
全
罷
性
を
實
現
す

る
。
そ

の
際

、
之
を
構
成

せ
る

個

々
a
信
者

は
個
人
主
義

の

「
人
間

が
萬

物

の
尺
度

で
あ

る
」

と

い
ふ
命
題

を
實
践

に
移
す

こ
と

に
於

て
い、
は
な
く

て
、

シ
箪
パ



の

ン
の
所
謂

「
神
が
萬
物

の
尺
度

で
あ

る
」

と
い
ふ
命

題

に
於
け
る
様

に
、
融

に
於
け

る
無

差
別
を
實

現
す

る
限
り
、
即

ち
、
個
人

が
絶

封
的
な

る
差
別

の
否
定

に
よ

つ
て
神

乏

い
ふ
絶
封
的
全
艦

性
を
具
鎧

化
し

て
ゐ
る
限
り
、
其
庭

に
教
會

の
存

在
債
値

が
生

じ

て
來
る
。

,

.

p

'

!

舳

・

、

い
杢
罷
性
が
以
上

の
様

に
差
別
性

の
否
定
的
構
造

を
本
質
的

に
有
す

る
と
す
れ

ば
、
有
限
的
相
樹
的
全
禮
性
を
超
越

し
た
絶
封
的

4

全
罷

性
は
絶
封
的
な

る
差
別

の
否
定

で
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
そ
れ

は
絶

封
的

で
あ

る
が
故

に
、
じ差
別
と
無
差
別

と

の
差
別

の
否

定

で
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
故

に
絶

封
的
全
禮
性

は
絶

樹
的

否
定

で
あ
り
絶
樹
室

で
あ

る
。
}
全

て
の
有
限
な

る
全
膣
性

の
根
砥

に

存

在
す

る
無
限
な

る
も

の
は
斯
様
な
絶
野
室

で
あ

る
。
だ
か
ら
人
聞

の
共
同
態
、
人
闇

に
於
け

る
全
.禮

的
な
る
も

の
は
個

々
の
人

々
の
間

に
室
を
實

現
し

て
ゐ
る
限
り

に
於

て
形
成

せ
ら
れ
る
と
謂

へ
よ
う
。
此
等

の
必
要
的
結
果

は
、
人
闇

に
於
け
る
全

て
の
全

タ

ヘ

へ

も

ぬ

ヘ

ヘ

ド
ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

へ

あ

農

的
な
る
も

の
の
究
極

の
眞

相
が
室

で
あ
る
、
從

つ
て
全
腿
的

な
る
も

の
は
そ
れ
自
身

に
於

て
存
在

し
な

い
、
そ
れ
は
唯
だ
個
別

的

な
る
.差
別
性

の
制

限
、
否
定
と
し

て
自
己
を
現

は
す

る
と

い
ふ

こ
と

に
な
る

の
で
あ

る
。
即

ち
私
は
全
禮
を
個
人

の
否
定
と

い

ロ

ふ
論

理
的
構
造

に
於

て
見
出

し
た
。

だ
か
ら
若

し
此

の
際

、
「
先
行
す

る
」
と

い
ふ
言
葉
を
自
然
科
學

者

の
な
す
様

に

「
結

果
す
る
」

「
生
産
す

る
」
或

は

「
生
み
出
す
」

こ
ど

の
意
味

に
解
す

る
な
ら
ば
、
全
鎧

が
原
因

と
し

て
部
分
を
結

果
す
る
時

聞
的
因
果
的
先

の

行

と
し

て
把
握

せ
ら
れ
、
そ
し

て
全
罷

は
此

の
場

合
は
自
存
的
な
軍
猫

な

一
つ
の
存
在

と
な

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る

の
で
あ
る
。

塵

が
私
は
寧
ろ
、
此

の
宮
盟
存
在
者

た
る
全
鎧

を
追
及
し
よ
う
と
し

て
、
そ
れ

を
、
そ
れ
自
身

に
於

て
捕

へ
る
事

が
出
來
す

に
逆

に
否
定
せ
ら
れ

る
個
人
的
契
機
た

ぶ

つ
製
か

つ
て
し
.ま

つ
た

の
で
あ

る
。

全
髄
的
立
揚
と
個
入
的
立
揚

ρ
佐
々
木
)

'

二
入
五
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五(

以
上
私

は
、
全
燈
性
は
そ
れ
自

身

に
於

て
把
握
す

る
事

が
閏
來

な

い
と

い
ふ
理
由

か
ら
、
「
先
行
す

る
」
と

い
ふ
言
葉

を
時
聞
的

因
果
的

に
解
繹

し

て
は
な
ら
な

い
事

を
誰

明
し
た
。
然

ら
ば
全
罷

主
義
哲
學
者

は
之

を
如
何

に
解
繹

し

て
ゐ
る

で
あ

ら
う

か
。

シ

失

ン
に
よ
れ

ば
・
全
燈

そ

の
も

の
は
實
存

し
な

い
の
で
あ

る
・
そ

し
て
其

の
全
罷

そ

の
も

の
は
普
遍
概
念

の
意
味
で
あ
励
・
概

念

的
な
軍

に
悟
性

に
於

て
の
み
志
向
す

る

一
般
的
全
鎧
は
實

存
し
な

い
。
全
膿
そ

の
も
の
は
決

し

て
見

る
事
も
、
掴
む
事
も
計
量

す

る

こ
と
も
出
來
な

い
。
我

々
は
経
瞼

の
何
庭

を
探

し
て

も
、
全
膿

そ
れ
自
身

、
例

へ
ば
人

間
な

る
も

の
、
就
會

そ

の
も

の
、
國

家

そ

の
も

の
を
見
出
す
事

は
出
來
な

い
。

で
は
彼
は
全
罷

は
何

に
よ

つ
て
構
成

せ
ち
れ
、
何

を
根
擦
と
し

て
認
識

さ
れ

る
と
考

へ

て
ゐ
る
で
あ

ら
う

か
。
現
實

的

に
存
在

し
て
ゐ

る
も

の
は
唯

だ
部
分

(
個

別
者

)

の
み
で
あ

る
事

は
誰

に
で
も
理
解

し
得
る
所

で



も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ジ

あ
ら
ゲ
。
然

し
部
分

が
此

の
現
實
的
存
在
を
有
す

る

の
は
正

に
唯
だ
部
分

と
し

て
の
み
で
あ

つ
て
、

そ
れ
自

艦

と

し

で

い

は

な

い
ゆ

此
虚

で
云

ふ
現
實

的
存
在

即
ち
實
存

と
は
軍
な

る
存
在
概
念
と
は
異

つ
て
、
時
闇
室
間

に
よ

つ
て
制
約

さ
れ

た
存

在
を
意
味

す

る
。
だ
か

ら
、
唯
た
そ

の
も

の
と
し

て
の
み

の
全
髄
者

は
實
存

し
な

い
が
全
罷
性

は
正

に
部
分

に
於

て
表
現

せ
ら
れ

生
れ

る
の

で
あ

る
。

そ
れ
た

か
ら
こ
そ
部
分
も
亦
決

し
て
猫
立
自
存

せ
す
自

立
し
な

い

の
で
あ

る
。
換
言
す
れ

ば
特
殊
的
な

る
も

の
は
全
艦

,

わ

者

の
申

に
あ
り
、
全
禮
的
な

る
も

の
は
全

て
特
殊
者

(
分
肢
)

の
う
ち

に
あ
る
ゆ

と
云

へ
る
で
あ

ら
う
。

-

`

　

シ

ュ
パ

ン
の
此

の
全
罷
性

が
部
分

(
個
別
者

冷
分
肢

)

に
於

て
表
現

せ
ら
れ

る
と

い
ふ

こ
と
は
認
識
論
的
意
味

に
於

て
は
、

フ

ッ

サ
ー

ル
の
現
象
學

に
於
け

る
本
質
直
観

(≦
、。
ω窪
ω
ω9
碧
)

を
髪
髭

せ
し
め
る
も

の
が
あ
る
。
此
虞

で

は
全
饅
性
即

ち
普
遍
的

概
念
を
本
質
と

い
ふ
言
葉

に
置
き

代

へ
れ

ば
宜

い

の

で

あ

る
。

フ
ッ

サ
ー

ル

に
よ

れ

ば

経
験
的

叉
は
個
別
的
直
観

は
如
何

な

る
も

の
で
あ

ら
う
と
も
、
叉
充
全
な
る
も

の
も
不

充
全
な

る
も

の
も
共

に
本
質
直
観

に
韓

じ
得
る
も

の
で
あ
り
、
そ
じ

て
此

の
可

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

へ

能
性

は
決

し

て
経
瞼
的
な

も

の
否
は
な
く

て
、
む

し
ろ
本
質
的
可
能
性
と
解
す

べ
き

で
あ

る
。
即
ち
感
畳
的
直
観

は
悉
く
本
質

の

基
礎

と
な
る

の
で
あ

る
。
本
質
直
観

は
感
畳
的
直
観

に
ょ

つ
て
基
礎
付
け

ら
れ

た
作
用

で
あ

つ
て
、
そ
れ
を
必
須
素

材
と
す

る
高

ラ

を

も

も

ヘ

へ

つ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

も

次

の
範
曉
的
直
観
な

の
で
あ

翫
。
.だ
か
ら
本
質
直
観

に
於
で

は
個
的
直
観

の
蓋
要
部
分
即

ち
個
物

の
現
象

が
其

の
根
底

に
存
在

し

で
ガ
射
っ

謂
は

璽
個
別
的
鳳
豊

的
直

観
は
本
質
直
観
的
素

材
乏
し

て
働
《

の
で
あ
り
∂
そ
れ
を
基
礎

的
部
分
直
観

と
す

る
こ
と

に

よ

つ
て
、
初

め

て
本
質
直
観

は
可
能

に
な

る

の
で
あ

る
。
故

に
本
質
直
観

は
感
畳

的
個
別
的
直
観
を
必
須
的
先
行
條
件
と
し

て
、
.

之

を
飲

い
で
は
成

立
不

可
能

で
あ
る
。
爾
種

の
直
観

の
間

に
は
、

こ
の
様

に
密
接
な
關
係

が
存
在
す

る

に
も
拘

ら
す
、
爾
者
亦
原

全
鵬
的
立
場
と
個
入
的
立
揚

(
佐
々
木
)

.

二
入
七



唖

〆

∬
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一
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,

二

入

入

理
的

に
匿
別

せ
ら
れ
る
別
種

の
作
用

で
あ

る
こ
と

は
注
意
す

べ
き

で
あ
る
。
實
質
的
本
質

は
個
物

の
本

質
と
し

て
個
物
を
離
れ

て

は
存
在

し
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
認
識
す
る
爲

に
は
、
我

タ
は
ど
う

し

て
も
先
づ
個
物
を
必
要
と
す

る
。
然

し
本
質
を
直

も

ヘ

ヘ

へ

め

へ

も

ヘ

ヘ

へ

観
す

る
場
合

に
は
個
物
を
個
物
と
し

て
見

る
の
で
は
な
く
殉
個
物

の
中

に
本
質
を
見
る

の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
我

々
が

メ

ロ

ヂ
ィ
ー
を
雛

き
、
描

か
れ

た
三
角
形
を
見
る
時

、
.軍

な
る
蕪
畳

や
覗
観

を
働

か
す

ば
か
O

で
は
な
く

、
伺̀
時

に
音

の
結

合

の
宿
サ

る
意
味

を
直
観

し
、
描

か
れ
た
圖
形
と
ば
異

る
三
角
形

の
本

質
を
直
観
す

る

の
で
あ

る
。

こ

の
事

か
ら
す
れ

ば
、
個
物

の
」
般
性

を
経
験

的
な
る
個
物

の
比
較
作

用

に
よ
る
抽
象

に
求

め
よ
う

と
す

る
の
は
、
唯

だ
徒

ち
な

る
無
限

の
撹
有

を
誘
鍛
す

る
に
外
な
%

な

い
。
例

へ
ば
球

の
本

質
郎

ち

一
般
概
念
を
得

る
爲
め

に
白
球
と
黒
球

と
を
種

々
な

る
球

の
中

か
ら
特

に
選

ぶ
芝

い
ふ
こ
と
は
毒
,、

既

に
球

の

ツ
般
性

が
豫
想
さ
れ

て
ゐ
ね
ば
ね
ら
な

い
。
更

ら

に
此

の
類
似
性

を
赤
球

と
青
球
と
比
較

す
る

こ
と

に
も

一
般
概
念

が

前
提
さ
れ

て
ゐ
ね
ば
な
ら
な

い
。
故

に
此
等
の
諸

種

の
球

を
比
較

す

る
こ
と

に
よ

つ
て
球

の
本
質
即
ち

り一
般
性

が
得

ら
れ

る
の
で

は
な
く

て
、噸
逆

に
此

の

一
般
牲
を
豫
想
ず

る

こ
を

に
よ

つ
て
の
み
、
比
較
作
用

も
可
能
と
な

る

の
で
あ

る
。
比
較
作
用

に
よ

り
て

'一
般
性
を
基
礎
付

け
よ
う
と
す

る

の
は
、
顛
倒

で
あ

急
の
み
で
な
く
、「
基
礎
付

け

の
何

た
る
か
を
辮

へ
な

い
謬
論

で
あ
る
と
云
は

ね
ば
な
ら
な

い
。
球

の

一
般
性
、
、本
質

性
は
成
程
種

々
な

る
球

を
比
較

す

る
こ
と

に
よ

つ
て
見
出

さ
れ

る

か

も
知
れ
な

い
。
然

し

比
較
作

用
は
此

の
㌧一般

性

本
質
性
を
獲
見
す

る
手
績

き

で
あ

つ
て
も
、
決

し

て
之

を
基
礎
付
け

る

も

の

で

は

な

い
。
何
と
な
れ

ば

、
比
較
作
用
は

一
般
性
そ

の
も

の
を
前
提

と
す

る
こ
と
な

し

に
は
不
可
能

で
あ
り
、

一
般
性

は
比
較
作

用
抽
象
作
用

の
根
抵
を

な
す
か

ら

で
あ
る
。
だ

か
ら

か

・=
ハ
ン
も
從
來

の
ア
リ

ス
室
テ

レ
ー

久
輪
理
學

艇
於
け
る
概
念
構
成

ρ
基

礎

た
る
抽
象
作

用
を
種



ラ

リ

　

る

汝
論
難

し

て
、
「
抑

々
種
差
が
附

け
加
は
る
と
い
ふ
観
念

が
既

に
穏
當

で
は
な

い
。
何

と
な
れ
ば
此

の
種
差

の
附
加
は
、
よ
り
高
き

の

段
階

(
よ
り
普
遍
性

を
有
す

る
も
の
)

の
申

に
於

て
既

に
設
計

さ
れ
用
意

さ
れ

て
ゐ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈

で
あ
る
か
ら
で
あ

る
」

と
云

つ
て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

.

か
や
う
な
本
質
直

観
と
云

ふ
認
識
論
的
意
味
を
よ
く
吟

味
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
、

シ
犠
パ

ン
の
全
罷

性
は
部
分

(
分
肢
)

に
於

て
生
す

る
意
味
も

一
暦
萌

瞭

に
な

つ
て
來

る
で
あ
ら
う
し
、
「
全
罷

は
部
分

に
先
行
す

る
」
の
意
味

も
正
し
く
解
繹
す

る
こ
と
が
出

來

る

の
で
あ

る
。
先
行

の
意
昧

は
此
塵

に
於

て
。

一
つ
の
全
髄
者

と

い
ふ
先
在
的
な
自

罷
存
在
か
ら
部
分

が
生
す

る
と

い
ふ
嚢

生

葡
な
、
時

間
的
因
果
的
先
行

で

は

な

く

し

て
、
論
理
的
な
、
詳
言
す

れ
ば
、
認
識

論
的
な
本

質
的
↓
概
念
的
意
味
内
容
を
附
與

せ
ね
ば
な

ら
な
ぐ

な
る
。
時

間
的
順
位
た
於

て
讐
は
な
く

て
、
論

理
的
順
位

に
於

て
、
杜
會
は
、
國
家

は
個
人

に
先
行
す
る

の
で

あ
り
毒
家

と
い
ふ
全
禮
性
は
室

或
は
個
人
と

い
ふ
部
分

に
先
行
す

る

の
で
あ
る
。
だ

か
ら

シ
ュ
パ

ン
の
全
艦
主
義
哲
學

の
根
本
的

思
想
命

題
た
る

「
全
膿

は
部
分

に
先
行
す

る
」

と

い
ふ
の
は
、
之

を
時
間
室
聞

に
よ
り

て
制
約

さ
れ

て
實
存

す

る
個
別
的
存
在
者

は
、
フ
ッ
サ
ー

ル
の
感
　覚
的
維
験
的
直
観

に
よ
る
存
在
者
は
、
そ
れ

忙
よ

つ
て
直

観
さ
れ
認
得
さ
れ

た
本
質
的
存
在

た
る
全
罷
性

に

ょ

つ
て
規
定

せ
ら
れ

る
と
い
ふ
意
味

に
於

て
解
す

べ
き
な

の
で
あ

る
。
だ
か
ら
し

て
全
艦
性

そ

の
も

の
は
、
抽
象
作

用

に
ょ

つ
て

得

ら
れ

た
概
急

の
様

に
室
虚
な

る
概
急

で
は
な
く

て
具
禮
的
内
容
を
有

し

て
ゐ

る
實

質
的
本
質
的
概
念

な
の
で
あ

る
。

5
以
上
私
は
、

フ
ッ
サ
ー

ル
の
本
質
直
観
即
ち
現
象
學
的
認
識
方
法
を
借
り

る

こ

と

に

よ

つ

て
、

シ
ェ
パ

ン
の
全
饅
性

の
先
行

,
(
優
位
)
の
理
解
を
審

易
な
ら
し
め
た
積
診

で
あ

る
。
だ

が
私

に
は

こ
れ

で
問
題

が
全
部
解
決

し
審

さ
れ

た
も
の
と
は
思

へ
な

い
。

全
盟
的
立
場
と
個
入
的
立
揚

(佐
々
木
)

二
入
九
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今
迄
毬

べ
來

つ
た
範
園
内

に
於

て
も
樹

一
つ
の
問
題

が
解

か
れ
す

に
淺

さ
れ

て
ゐ
る
ゆ
全
禮
主
義
哲
學

は
塩
個
人
主
義

の
そ
れ
と

は
異

つ
て
「
税
會
を
個
人

の
軍
な

る
総
和
推
積

に
す

ぎ
な

頬
乏
見
る
、
換
言
す
れ

ば
へ
枇
會

と

云
ふ
全
罷

乏
個
人
と
を
封

立
的
存

在
關
係

に
あ

る
と
見
徹
す

こ
と
な
く

七

て
、
全
腿

乏
個
入
乏
を
相
即
不
離

の
相
關

々
係

に
あ

る
と
読
き

、
更

に
全
膿

が
部
分

に
論

理
的

に
先
行
す

る
、
從

つ
て
個
人
獄
全
罷

か
ら
派
生

ざ
れ

た
分
肢
と

し

て
の
み
存
在
債
値
を
有
す

る
と
主
張
す

る
η

此

の
鮎

勿
論

異
論
は
な

い
ゆ

が
然

画
此

の
際
主

張
さ
れ

て
ゐ
る
部
分

に
封
す

る
全
艦
性

の
優
位
は
何
庭
迄

も
認
識
論
的
概
念
的
優
位

を

一
歩

も

拙

て
ゐ
な

い
の
で
.あ

る
。
そ
れ
は

一
般

の
存
在
者

に
封

し

て
は
確

か

に
妥
當
す

る
。
然

し
、
か
や
う
な

一
般

の
存
在
者

に
交
渉

し

鯉
解
す
ゐ
乏
同
時

に
、
常

に
そ

の
存
在

に
於

て
目

己

の
存
在

に
關

心
し
、
自

ら
の
存
在

そ

の
も

の
を
理
解
す

る
人
間

之
い
ふ
存
在

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

者

の
存
在

に
關

し
て
は
、
そ
れ

の
み
で
は
充
分

で
は
な

い
。
個

々
の
人
間

が
、
軍

に
認
識
論
的

に
全
膿

性
を
認
知

し

て
も
、
、
そ
れ

丈

け

の
作
用

で
全
禮

性
は
構
成

さ
れ

は
し
な

い
。
假
令
認
識
論
的

に
個
人
を
規
定
す

る
杢

盟

性

は

生

じ

得

て

も
、

、眞

の
全
艦
性

は
實
現
さ
れ
な

い
ゆ
其
虞

で
鳳
全
艦
即
部
分
と

払
ふ
相

即
不
離

の
關
係
は
説

明
さ
れ
得

て
も
、
此

の
相
關
關
係

が
如
何
な
る
論

理

駒

構
造
を
有
す

る
竜

の
で
あ
る
か
油
が
依
然
未
解
決

の
ま

圏
に
残

さ
れ

て
ゐ
る
。

と
す
れ

ば
尚
全
禮
的
要
素
と
個
人
的

要
素
と
が

封
立
的
抗
争

の
契
機

を
包
み

つ
」
消
滅

さ
れ
す

に
淺
存

し

て
ゐ

る
の
を
見
る

の
で
あ

る
。
務
豪
博

士
が

F

㍉「
今

日

の
全
龍
主
義

の
哲
學

に
と

つ
て
第

一
に
云
は
れ
る
事
は
、
理
論

の
貧
困

さ
で
あ
る
。

正
し
い
理
論
を
訣

い
で
、
全
罷
を
唯

だ

全
髄

の
爲

め

に
確
保

℃
よ
う

乏
す

る

の
億
、
土
毫

の
な

い
樗
閣

を
築

か
う
と
し

て
焦
慮
す

る

に
ひ
と
し
輸
」
と
仰

せ
ら
れ

る

の

も
、
此

の
意
昧

か
ら
云

つ
て
誠

に
故
な
し
と
し
な

炉
の
で
あ

つ
て
、
其

の
弱
窯

を
最

も
よ
く
突

い
た
御
言
葉

だ
乏
思

ふ
っ
そ
れ

は



畢
寛
主
艦
的
側
面

か
ら
考
察

の
歩
を
進

め
る

こ
と
な
く

し

て
解
決

は
困
難

で
あ
る
。

そ
し

て
其
庭

に
私

は
否
定
と

い
ふ
人
聞
存
在

の
根
本
構
造
を
見
出

し
た
。
換
言
す

れ
ば

一
方

に
於

て
行
爲
す

る
個
人

の
立
場

は
、
何

等
か

の
入
間

の
全
腿
性

の
否
定

と
し
て
の

み
成
立

す

る
沖
放

に
否
定

の
意
味

を
少

し
も
含

ん
で
ゐ
な

い
個
人
、
即
ち
本
質
的

に
猫
立
自
存
的

ア
ウ
タ

ル
キ
ー
を
保

つ
個
人

は

輩

な
、る
假
象

に
過

ぎ
な

い
、
と
同
様

に
他

方
人
聞

の
全
艦
性
も

や
は

り
個
別
性

の
否
定

に
於

て
、
其

の
具
禮

化
を

可
能

に
す

る

の

で
あ
る
か
ら
、
個
人
を
否
定

的

に
含

ま
な

い
全
髄
者

も
軍
な

る
假
象

に
止
ま
る
事

を
見

て
來

た
の
で
あ

つ
た
。
此

の
二

つ
の
否
定

が
人
欄

の
根
本
構
造

で
あ
る
二
重
性
を
構
成
す

る

の
で
あ
る
。
個

人
は
全
禮
性

の
否
定

で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
は
、
本
質
的

に
は
人

も

ヘ

へ

も

ぬ

も

へ

も

ヘ

へ

も

も

間

の
全
禮
性

を
意
味
す
る

に
他
な

ら
な

い
。

と
す

れ
ば
、
此

の
否
定
は
叉
全
膿
性

の
自
畳

で
あ
る
。
從

つ
て
否
定

に
ょ

つ
て
個
人

と
な
る
時
、
其
庭

に
は
其

の
個
人
を

否
定
し

て
全
盟
性

を
實

現
化
す

る
道

が
開

か
れ

て
行
く

の
で
み

る
。
個
人

の
實
践
的
行
爲
は

此

の
意
味

で
確

か

に
全
艦
性

の
恢
復

の
運
動
で
あ

る
。

否
定

は
否
定

の
否
定

で
あ
る
。

か
檬

に
人
間
存
在

が
根

源
的

に
否
定

の
運
.

動

で
あ

る
と
い
ふ
こ
と
は
、
人

間
存
在

の
根
源
が
否
定
そ

の
も

の
、
絶
野
的

否
定
性

で
あ
る
こ
と
を
誰
咀
す
る
。
個
人
も
全
盟

も

其

の
眞

の
姿

に
於

て
は
塞

で
あ

り
.
其

の
室
が
絶

封
的
全
罷
性

で
あ

る
。
否
定

の
否
定
は
絶

封
的
全
艦
性

の
自

己
還
蹄
的

な
實
現

て

ヘ

へ

蓮
動

で
あ
り

、
そ
れ

が
正

に
人
間

の
眞

の
在
り
方
な

の
で
あ

る
。

だ
か
ら
人
間

と

い
ふ
存
在
者
を
規
定

す
る
人
間
存

在

の
根
本
構

造

は
個
人
を
通

し

て
全
罷
性
が
實

現

せ
ら
れ
る

こ
畳
、
即
ち
否

定

の
否
定

に
他
な

ら
な

い
。

・
か
く
、
全
饅

は
個

人

の
否

定

に
於

て
成
立
す
る
。
然

し
盟
斎
狗
な
個
人

の
否

定
か
ら
は
全
燈
性

は
生

じ

て
來
な

い
、
個
人
は

一
で

・

な
く
多

で
あ

る
。
そ

の
多

で
あ
る
個
人
が
個
別
性
を
否
定

し
て

}
と
な

る
所

に
共

同
存
在
と
し

て
の
全
艦
性

が
成
立
す

る
。
だ
が

全
禮
的
立
場
と
個
入
的
立
揚

(佐
々
木
)

、

二
九
白



ノ
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』
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●

.

.

、

・

二

九

二

然

し
↓
ど
ん
な
全
禮
性

に
於

て
も
個
別
性
が
否
定
的

に
絶
野
的

に
消
滅

し
蓋

さ
れ

る
と
い
ふ
こ
と
は
あ
軌
得

な

い
。
否
定
さ
れ
た

個
人

は
直

ち

に
全
禮

を
否
定

し

て
個
人
と
な
り

、
叉
新

し
風

否
定

の
蓮
動

を
繰

り
返

し

て
行

く
。
此

の
蓮
動

に
於

て
の
み
全
艦
性

は
存
在
す
る
。

と
す
れ
ば
、
多

で
あ

る
個
人

へ
の
分
裂
と
其

の
共
同

と

い
ふ
動
的
な
構

造
が
全
燈
性

を
成
立

せ
し
め
る
契
桟

で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
間
存
在
は
唯

だ
軍

に
個
禮

と
全
禮
と

の
間

の
否
定
的
運
動

掩
る

に
止
ら
す

、
更

に
自
他
分
裂

に
於

て
野

立

す

る
無
数

の
個
人
を
通

じ

て
の
全
罷
性

の
恢
復

で
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

私
は
全
罷
性

の
優
位
を
、

シ

ェ
パ

ン
の
認
識
論
的
意
味

.

に
於

て
よ
り

も
、
.
否
、
そ
れ
を
基
底

と
し

て
此

の
人
間
存
在

の
根

本
構
造

で
あ
る
否
定
的
方
向

に
實
践

的

に
向

ふ
ζ
と
に
於

て
強

調
す

べ
き

で
あ
る
と
考

へ
度

い
の
で
あ

る
。
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